
　
市
制
施
行
６０
周
年
に
あ
た
り
ま

し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
日
々
小
平
市
政
に
ご
理
解
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
小
平
市
は
、
１
９
６
２
年
（
昭

和
３７
年
）
１０
月
１
日
に
市
制
を
施

行
し
、
東
京
都
で
は
１１
番
目
の
市

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
人
口
は
７
万
６
百
３４

人
、
市
立
の
小
・
中
学
校
は
小
学

校
７
校
、
中
学
校
３
校
で
し
た
。

現
在
で
は
人
口
約
１９
万
５
千
人
、

小
学
校
１９
校
、
中
学
校
８
校
に
な

り
ま
し
た
。

　
当
時
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
に
沸

き
、
東
京
都
は
世
界
で
初
め
て
の

１
千
万
人
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

首
都
高
速
道
路
１
号
線
の
開
通
、

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
研
究
も

ス
タ
ー
ト
し
、
建
設
投
資
は
設
備

投
資
や
ビ
ル
建
築
ブ
ー
ム
な
ど
に

よ
っ
て
増
大
し
、
社
会
全
体
が
投

資
を
一
層
積
極
化
す
る
動
き
に
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
景
気
の
行
き
過
ぎ
か

ら
、
景
気
調
整
策
が
不
可
避
で
あ

る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な

り
、
過
熱
か
ら
引
き
締
め
へ
の
景

気
転
換
、
局
面
が
切
り
替
え
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
、
様
々
な
課

題
が
あ
る
中
で
迎
え
た
６０
周
年
と

い
う
記
念
の
年
、
小
平
市
は
人
間

で
あ
れ
ば
還
暦
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
目
を
向
け
ま
す
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
市
民
生
活
や
地
域
経
済

活
動
は
か
つ
て
な
い
打
撃
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
世
界
的
情
勢
の
不
安

定
さ
、
ま
た
原
油
高
、
物
価
高
と

出
口
の
見
え
な
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
実
施

し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
ま
つ
り
や
福
祉
バ
ザ
ー
と

い
っ
た
規
模
の
大
き
い
イ
ベ
ン
ト

開
催
は
も
う
少
し
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
各
種
講

座
や
講
演
会
、
小
・
中
学
校
で
の

行
事
な
ど
は
対
策
を
し
な
が
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
皆
様
が
よ
り
豊
か
な
市
民

生
活
を
送
れ
る
よ
う
持
続
可
能
な

自
治
体
経
営
を
行
う
と
と
も
に
、

国
や
東
京
都
と
連
携
し
、
基
礎
自

治
体
と
し
て
の
市
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
小
平
市
第
四
次
長
期

総
合
計
画
の
目
指
す
将
来
像
で
あ

る
「
つ
な
が
り
、
共
に
創
る
ま
ち

　
こ
だ
い
ら
」
の
実
現
に
向
け
着

実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

市
制
施
行

記
念
日
を
迎
え
て

小
平
市
長
　
小
林
洋
子

五日市街道（昭和42年）市制施行パレード（昭和37年）

市制施行パレード（昭和37年）小平町役場（昭和36年）

花小金井駅とバス（昭和36年） 花小金井駅前商店街（昭和43年）西武多摩湖線（青梅街道駅踏切）（昭和32年）

小平市は、1962年（昭和３７年）に小平町から
小平市になりました。
当時は、都心部のベッドタウン化や工場の進出
などにより、人口が急激に増加していました。
令和４年度は、市制施行6０年の節目の年。今
号では、小平市の歴史を地図でたどりながら振
り返ります。
また、小平市観光まちづくり大使の皆さんの一
推しスポットなども紹介します。
� （詳しくは、6面・7面・12面）

※写真は、喜平図書館所蔵です。

小平市は１０月１日に
市制施行６０周年を迎えました

つながり、共に創るまち　こだいら

ぶるべー

令和4年（2022年）

10/1
第1569号

やさしいにほんごでのお知（し）らせ

１０月８日（土）　ＦＣ東京　小平の日…………１０面
地図でたどる小平…………………………6・7面

第４５回小平市民まつり開催に向けて…………１１面
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災
害
時
の

災
害
時
の

　
応
援
協
定
を
締
結

　
応
援
協
定
を
締
結

　
災
害
時
、
地
図
製
品
の
供
給
な
ど
に
関

す
る
協
定
を
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
と
結
び

ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
や
配
送

な
ど
に
関
す
る
協
定
を
佐
川
急
便
株
式
会

社
と
、
物
資
の
供
給
な
ど
に
関
す
る
協
定

を
コ
ー
ナ
ン
商
事
株
式
会
社
と
結
び
ま
し

た
。

　
災
害
時
に
は
連
携
、
協
力
し
、
災
害
対

策
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

更
新
工
事
に
伴
う
試
験
放
送

防
災
行
政
無
線

　
現
在
実
施
し
て
い
る
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
更
新
す
る
工
事
に

伴
い
、
試
験
放
送
を
し
ま
す
。

　
試
験
中
は
、
市
内
の
防
災
行
政
無
線
の

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
断
続
的
に
音
声
が
流
れ

ま
す
。

と　
き　
１０
月
１９
日（
水
）〜
２１
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
の
随
時

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
期
間
を
延
長
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対　
象　
市
役
所
屋
上
、
小
平
第
十
一
小

学
校
、
上
宿
図
書
館
、
花
小
金
井
北
公
民

館内　
容　
（
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
）「
こ
ち

ら
は
防
災
小
平
で
す
。
た
だ
い
ま
試
験
放

送
を
行
っ
て
お
り
ま
す
」（
数
回
繰
り
返

す
）（
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
）

問
合
せ　
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
１
９

市
の
環
境
に
関
す
る

市
の
環
境
に
関
す
る

計
画
な
ど
の
実
績
が

計
画
な
ど
の
実
績
が

ま
と
ま
る

ま
と
ま
る

　
市
の
環
境
に
関
す
る
計
画
な
ど
の
令
和

３
年
度
末
実
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
環

境
審
議
会
か
ら
の
意
見
と
併
せ
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
各
問
合
せ
先
（
市
役
所
４

階
）、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
ふ
れ
あ
い

下
水
道
館
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　
な
お
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・

西
部
出
張
所
で
は
、販
売
も
し
て
い
ま
す
。

▪
小
平
市
の
環
境
（
小
平
市
第
三
次
環
境

基
本
計
画
の
内
容
を
含
む
）

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８

▪
小
平
市
第
三
次
み
ど
り
の
基
本
計
画

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
０

▪
小
平
市
第
二
次
下
水
道
プ
ラ
ン

問
合
せ　
下
水
道
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

８
４
６特

定
歴
史
公
文
書
が

利
用
で
き
ま
す

１０
月
１
日
か
ら

　
保
存
期
間
が
満
了
し
た
公
文
書
の
う

ち
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
は
特
定

歴
史
公
文
書
と
し
て
中
央
図
書
館
で
管
理

し
ま
す
。

　
特
定
歴
史
公
文
書
の
利
用
を
希
望
す
る

場
合
は
、
目
録
を
確
認
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ
特
定
歴
史
公
文
書
利
用
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
目
録
は
中
央
図
書
館
ま
た
は
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
中
央
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
５
）

１
２
４
６

東
京
都
最
低
賃
金
を
改
正

　
１０
月
１
日
か
ら
、最
低
賃
金
が
、時
間
額

１
千
７２
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
都
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
向
け
の
支
援

策
と
し
て
、
業
務
改
善
助
成
金
な
ど
各
種

助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
▽
東
京
都
最
低
賃
金
に
つ
い
て

…
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
☎
０３

（
３
５
１
２
）
１
６
１
４
、
東
京
働
き
方

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（
２
３
２
）
８
６
５

▽
業
務
改
善
助
成
金
に
つ
い
て
…
業
務
改

善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

（
３
６
６
）
４
４
０

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

　
そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。
Ｗウ

ェ

ブ

Ｅ
Ｂ
会

議
は
、
委
員
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

出
席
す
る
会
議
で
、
会
場
の
モ
ニ
タ
ー
で

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
傍
聴
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
会
議
録
は
後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
社
会
教
育
委
員
の
会
議

と　
き　
１０
月
２０
日
（
木
）　
午
前
９
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
４

▪
第
二
次
健
康
増
進
計
画
検
討
委
員
会

と　
き　
１０
月
２０
日
（
木
）　
午
後
１
時

３０
分
か
ら

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー
４
階
視
聴
覚
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
２０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
健
康
推
進
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

３
７
０
０

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と　
き　
１０
月
２０
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
２０
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

と　
き　
１０
月
２１
日
（
金
）　
午
後
２
時

市
功
労
者
を
表
彰

　
１０
月
１
日
（
土
）
の
午
前
１０
時
か
ら
、

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
市

制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典
内
で
、
市
政
へ

の
功
労
者
を
表
彰
し
、
協
力
者
へ
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
す
。
表
彰
状
・
感
謝
状
を
受

け
ら
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
・
五
十
音
順
）。

※
一
般
の
方
の
ご
入
場
は
、
応
募
で
当
選

し
た
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

▪
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方

○
特
別
功
労
者

福
井
知
子

○
自
治
功
労
者

伊
藤
文
代
、
大
川
強
、
大
場
邦
弘
、
小
川

田
鶴
子
、勝
谷
美
紀
子
、小
林
裕
子
、清
水

達
也
、下
條
隆
久
、下
村
咲
子
、瀧
野
早
苗
、

山
﨑
智
子

○
行
政
功
労
者

池
畑
芳
子
、
大
石
広
美
、小
口
進
一
、菊
地

裕
美
、鈴
木
静
香
、田
中
眞
人
、蔦
林
秀
康
、

長
谷
川
正
孝
、
山
下
修

○
保
健
衛
生
功
労
者

塩
野
光
重
、
髙
杉
憲
由

○
社
会
福
祉
功
労
者

小
川
由
美
、
金
子
惠
一
、田
中
元
昭
、松
本

み
ど
り
、

林
明
子

○
教
育
功
労
者

石
橋
樹
、
井
手
恵
美
、
岩
本
貢
一
、
小
川

寛
紀
、
加
藤
優
子
、
沼
崎
直
隆
、
橋
本 

よ
し
江
、
宮
腰
亮

○
地
域
功
労
者

荒
木
規
好
、
石
川
昭
子
、
石
沢
紀
久
子
、

出
竿
恒
夫
、
伊
藤
君
彦
、
印
宮
栄
子
、 

内
堀
菊
江
、
梅
田
宏
一
、
浦
野
淳
也
、 

太
田
史
郎
、
長
内
玲
子
、
片
岡
規
子
、 

川
鍋
紀
康
、
木
村
正
樹
、
桑
原
み
さ
子
、

肥
沼
光
矩
、
小
嶋
四
郎
、
小
林
孝
幸
、 

佐
々
木
日
出
男
、
佐

伊
勢
美
、
鈴
木 

由
美
子
、
田
中
礼
子
、
戸
髙
綾
子
、
中
島

礼
子
、野
田
直
子
、布
施
恵
、宮
本
純
一
、

森
田
勝
子
、
森
屋
建
男
、
山
田

子

○
寄
附
者

㈱
エ
コ・
ブ
レ
イ
ン
代
表
取
締
役
遠
藤
孝
一
、 

青
梅
信
用
金
庫
、
岸
本
英
雄
、
小
平
市
都

市
農
政
推
進
協
議
会
、
小
平
第
十
一
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
信
和
測
量
㈱
、
関
野
勉
、
㈱

ノ
ジ
マ
、
平
櫛
弘
子
、
㈱
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ

代
表
取
締
役
北
御
門
由
美

○
消
防
団
員

小
澤
順
一
郎
、
小
野
幹
雄
、
茅
原
隆
之
、

小
泉
直
也
、
重
田
昌
成
、
高
橋
義
行
、 

丹
生
秀
樹
、
根
岸
玄

○
地
域
交
流
功
労
者

中
居
敬
子
、
中
村
榮
宏
、
古
間
木
力
代
志

▪
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
る
方

○
自
治
協
力
者

浅
野
薫
、東
薫
也
、井
上
玄
、加
藤
智
子
、

久
米
正
幸
、
塩
野
光
重
、
鈴
木
庸
夫
、 

髙
木
理
恵
子
、
竹
内
博
行
、
多
田
聡
子
、

田
村
寛
、
丹
治
由
紀
子
、
水
流
正
秀
、 

昼
間
守
仁
、

田
英
子
、
古
家
裕
美
、 

村
千
鶴
子
、
山
本
智
代
、
山
谷
修
作
、 

吉
浦
高
志
、
吉
田
章
子
、
渡
邊
朝
樹

○
行
政
協
力
者

内
田
利
夫
、
木
内
昭
二
、
後
藤
文
香
、 

齋
藤
千
恵
、
澤
田
博
毅
、
塩
賀
弘
二
、 

篠
原
哲
、島
村
孝
雄
、髙
橋
壽
、立
川
松
雄
、

玉
田
智
章
、
長
葊
正
輝
、
中
村
雅
昭
、 

古
川
米
子
、
古
舘
憲
治
、
美
浦
知
子
、 

森
田
美
千
代
、
八
尋
惠
津
子
、
吉
田
昌
子

○
保
健
衛
生
協
力
者

加
藤
健
、
甲
能
深
雪
、
鈴
木
理
永

○
社
会
福
祉
協
力
者

浅
田
真
理
子
、
芦
原
蘭
子
、
石
橋
樹
、 

稲
村
道
子
、
浦
部
彰
夫
、
大
竹
眞
澄
、 

大
場
志
の
ぶ
、大
森
ま
ゆ
、
桐
た
け
子
、

工
藤
政
行
、
後
藤
弘
太
郎
、
後
藤
泰
秀
、

三
枝
恵
子
、
佐
伯
芳
子
、
坂
上
多
津
夫
、

坂
口
啓
子
、
笹
倉
弘
美
、
佐
野
有
佳
理
、

島
村
孝
雄
、
菅
原
真
弓
、
橋
本
よ
し
江
、

畑
本
宏
子
、
濱
野
節
子
、
原
眞
知
子
、 

榛
澤
敦
子
、
日
景
高
明
、

田
英
子
、 

細
田
美
代
子
、緑
川
多
喜
男
、宮
田
聡
子
、

村
上
京
子
、
惠
恵
美
子
、
目
黒
玲
光
、 

吉
岡
充
子
、
吉
永
実
穂

○
教
育
協
力
者

島
吉
孝
、
須
田
保
、
戸
澤
由
美
、
葊
澤 

満
之
、
福
永
由
里
香

〇
文
化
協
力
者

剣
持
庸
一

○
寄
附
者

秋
山
和
豊
、
井
下
英
樹
、一
瀬
昌
嗣
、上
野

隆
彦
、
Ｆ
Ｆ
Ｔ
工
法
協
会
、
大
平
太
郎
、

加
藤
智
洋
、
菊
本
智
之
、
木
村
達
雄
、 

木
暮
正
樹
、
輿
水
秀
策
、
鈴
木
健
郎
、 

（
公
社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
東
京
都
本

部
多
摩
北
支
部
支
部
長
及
川
昇
一
、
㈱
ダ

イ
エ
ー
、
高
橋
修
一
、
田
中
俊
穂
、

Ｔ

ｗ
ｏ
︱
Ｈ
ａ
ｔ
代
表
社
員
阿
部
泰
成
、 

中
川
天
道
、
中
島
食
品
工
業
㈱
代
表
取
締

役
中
島
誠
、
日
本
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
協
会
東
京

支
部
、
光
硬
化
工
法
協
会
南
関
東
地
域
支

部
、広
瀬
勇
一
、前
林
清
和
、宗
吉
恭
彦
、

明
治
安
田
生
命
保
険

武
蔵
野
支
社
長 

宮
崎
達
矢
、
山
田
智
之

問
合
せ　
秘
書
広
報
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
０
２

か
ら

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
ル
ー
ム

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

▪
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

と　
き　
１０
月
２６
日
（
水
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
６
０
１
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
職
員
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

１
５

▪
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

と　
き　
１０
月
２７
日
（
木
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
講
座
室
２

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
☎

０４２
（
３
４
６
）
９
５
５
７

今
月
の

１０月

税税

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収
（
第

３
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴
収
（
第

４
期
）

※
納
付
は
、
１０
月
３１
日
（
月
）
の
納
期

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
（
Ｆエ

フ

︱
Ｒ

レ

ジ

Ｅ
Ｇ
Ｉ
公
金
支
払
い
）、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
納
付
も
で
き
ま

す
。

▪
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

方
は
、
納
税
相
談
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し

た
、
事
業
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
な

ど
、
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な

い
事
情
が
あ
る
方
は
、
納
税
が
猶
予
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
７

日

曜

・

夜

間

納
税
窓
口
を
開
設

と　
き　
▽
日
曜
窓
口
…
１０
月
２３
日

（
日
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
窓
口
…
１０
月
２５
日
（
火
）　
午

後
５
時
〜
８
時

と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
収
納
課
（
入
口

は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
日
曜
・
夜
間
窓
口
で
は
、
納
税
証
明

書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
６

決
算
特
別
委
員
会

　
令
和
３
年
度
の
決
算
議
案
を
審
査
す

る
特
別
委
員
会
を
、
１０
月
１１
日
（
火
）

か
ら
１４
日
（
金
）
ま
で
の
４
日
間
、
午

前
９
時
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
傍
聴
す
る
方
に
は
、
当
日
、
問
合
せ

先
で
受
け
付
け
後
、
傍
聴
券
を
交
付
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
議
会
事
務
局
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
６
６

市報こだいら　電子書籍版
10か国語で配信
自動音声読み上げにも対応

スマートフォン用アプリ
小平トピックス
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成人健康教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　☎０４２（３４６）３７０１

日　程 内容・持ち物 定員・申込み

医 師 に よ る
健康づくり相談

１１月 ８ 日（火）
午後の指定する時間
健康センター

内容…健康診断や人間ドックの結果
を基にした、主に生活習慣病予防に
関する個別相談

持ち物…直近の健診や人間ドックの
結果、お薬手帳、参加カード（お持
ちの方）、食事記録メモ（３日分程度）

定員… ６人
事前に問合せ先へ
（先着順）

健康づくり相談
（ 保 健 師・
管 理 栄 養 士 ）

１１月 ８ 日（火）
午後の指定する時間
健康センター

定員… ２人
事前に問合せ先へ
（先着順）

１１月２９日（火）
午後の指定する時間
ほのぼの館

定員… ４人
事前に問合せ先へ
（先着順）

※対象は市内在住の方。車での来場はご遠慮ください。

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）
日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号

１０月 ２ 日（日） 神 津 歯 科 医 院 花小金井 ２－ １－ １　ﾙﾐｴｰﾙ花小金井 ２階　Ａ区画 ０４２（４６７）１１６４
１０月 ９ 日（日） ひ ろ 歯 科 医 院 小川西町 ４－２４－ ７ ０４２（３４１）９３８８
１０月１０日（月・祝） 一 橋 学 園 歯 科 学園東町 ３－ ７－３５－ １ ０４２（３４５）８１８１
１０月１６日（日） 西村歯科クリニック 小川西町 ３－１８－１５　ﾊﾟﾚｽｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞ １ 階 ０４２（３４２）５７００
※受診の際は、事前にお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

高齢者対象
季節性インフルエンザ
予防接種
と　き　１０月１日（土）〜令和
５年１月3１日（火）
ところ　指定医療機関（右表）
自己負担額　無料
※生活保護受給中の方は、生活保
護受給証明書（原本）が必要です。
対　象　市内在住で、①６５歳以
上の方、②心臓、腎臓、呼吸器、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能障がいがあり、日常生活が
極度に制限される６０歳以上６５歳
未満の方（身体障害者手帳１級程
度）
※いずれも年齢は接種日現在。
持ち物　健康保険証、身体障害者
手帳の写し（②のみ）
※医師の予診の結果、予防接種が
できない場合もあります。
※入院などのやむをえない事情に
より指定医療機関以外で予防接種
を行う場合は、事前にお問い合わ
せください。
問合せ　健康推進課☎０４２（3４６）
3７００

指定医療機関名 電話番号 予約
〈たかの台〉
沖クリニック ０４２（３４８）８２８２ 要
クリニックたかの台 ０４２（３４２）５５１１ 要
〈小川町〉
松前整形・形成外科・内科 ０４２（３４４）１６６６ 要
南台病院 ０４２（３４１）７１１１ 要
はやぶさ内科 ０４２（３４９）２２００ 要
今鷹医院※ ３ ０４２（３４３）８０５８ 要
ゆずるクリニック ０４２（３４８）８５１５ 要
こだいら小川町内科 ０４２（３４１）０６５４ 要
さわだ内科クリニック ０４２（３４５）７０００ 不要
木の花クリニック ０４２（３４９）２４２４ 要
新小平クリニック ０４２（３１２）１１８５ 要
〈小川西町〉
古坂医院 ０４２（３４１）０５５５ 要
緑成会病院 ０４２（３４１）３０１１ 要
小川クリニック ０４２（３４１）０６５３ 要
えんどう内科クリニック ０４２（３４９）２５６５ 要
〈小川東町〉
国立精神・神経医療研究セン
ター病院※ １ ０４２（３４１）２７１１ 要

原田内科クリニック ０４２（３４８）８６６１ 不要
加賀美クリニック ０４２（３４１）０６５５ 不要
第二小川クリニック ０４２（３４４）１１２２ 要
小城医院 ０４２（３４２）００３６ 不要
〈上水本町〉
皮フ科いちかわクリニック※ １ ０４２（３２２）８６５５ 不要
みどり内科クリニック ０４２（３２８）５１１１ 要
〈喜平町〉
ながしま脳神経・頭痛クリニ
ック※ １ ０４２（３３２）０２３２ 不要

喜平橋耳鼻咽喉科 ０４２（３３２）３３８７ 不要
ジュンレディースクリニック
小平※ ２ ０４２（３２９）４１０３ 要

中山内科クリニック ０４２（３２４）０５９３ 不要

指定医療機関名 電話番号 予約
〈美園町〉
みその診療所 ０４２（３４２）７２７０ 要
小平外科大腸肛門科 ０４２（３４８）３３４８ 不要
小平いまき内科クリニック ０４２（３１２）３８２０ 要
多摩済生病院 ０４２（３４１）１６１１ 不要
〈鈴木町〉
鈴の木台診療所 ０４２（３４１）３２５６ 不要
竹本内科小児科医院 ０４２（４６１）７３０３ 要
大林医院 ０４２（４６１）７６７７ 要
鈴木町クリニック ０４２（４０１）１１７０ 要
〈天神町〉
こだいら内科・心臓内科 ０４２（３４１）７７７７ 要
〈大沼町〉
小平いりえクリニック ０４２（３４９）０１３１ 不要
小平北口クリニック※ １ ０４２（３４７）０２１１ 要
清水小児科内科医院 ０４２（３４３）２２５５ 不要
矢口内科クリニック※ １ ０４２（３４９）１１６８ 不要
〈花小金井南町〉
花小金井きのしたクリニック ０４２（４６６）６６００ 要
浜田内科クリニック※ １ ０４２（４５１）５１０６ 要
花小金井レディースクリニック ０４２（４９７）５２１８ 要
しみず内科循環器クリニック ０４２（４５０）５２８８ 要
まちだケアクリニック※ １ ０４２（４５０）６２２２ 要
近藤医院※ ８ ０４２（４６７）２１６２ 要
〈花小金井〉
松岡内科クリニック ０４２（４２６）８０８０ 不要
花小金井ハートクリニック ０４２（４５０）６０５０ 要
ふなびき胃腸クリニック ０４２（４５９）６０００ 不要
比留間医院 ０４２（４６１）１６３６ 要
吉元医院 ０４２（４６１）５９７５ 不要
エム・クリニック ０４２（４５１）６６２６ 不要
花小金井北クリニック ０４２（４６７）２４７７ 不要
ふくろうの森耳鼻咽喉科 ０４２（４６２）２９６０ 要
樹神内科クリニック ０４２（４６０）８７７７ 要
松清医院 ０４２（４６３）８１２８ 要

指定医療機関名 電話番号 予約
八木メディカルクリニック※
１ ０４２（４６０）３８６１ 不要

佐々木クリニック泌尿器科・
小児泌尿器科 ０４２（３４４）３３９０ 要

〈学園西町〉
一橋病院 ０４２（３４３）１３１１ 不要
湯川医院 ０４２（３４４）１１１８ 不要
浮田医院※ １ ０４２（３４１）０３４８ 不要
鈴木小児科内科医院 ０４２（３４１）０３５３ 要
真能クリニック※ １ ０４２（３４２）８２８０ 要
宮村クリニック※ １ ０４２（３４２）５５８８ 要
学園診療所 ０４２（３４７）５００５ 不要
けぶかわ医院 ０４２（３４８）１３００ 要
足利クリニック ０４２（３４４）１５１０ 不要
〈学園東町〉
岡循環器クリニック ０４２（３４６）５１８８ 不要
川島整形外科 ０４２（３４８）３７１１ 要
仲谷クリニック ０４２（３４１）５２７０ 要
学園東・ひらぐりクリニック
※ １

０４２（３４９）０８２０ 要

〈仲町〉
山之内整形外科 ０４２（３４１）０４５１ 不要
井上内科クリニック ０４２（３４２）００５６ 要
あかしあ脳神経外科※ １ ０４２（３４５）７４４４ 不要

※１　かかりつけの方のみ。
※２　女性のみ。
※３　通院中の方のみ。
※受付時間は各医療機関にお問い合わせください。
※予約の要・不要は変更となる場合があります。
※東村山市、小金井市、国分寺市、清瀬市、国立市、昭島
市、武蔵村山市、狛江市、東大和市、立川市、東久留米
市、西東京市の指定医療機関でも接種できます（各市の
指定医療機関は、健康推進課へお問い合わせください）。
※立川市、東久留米市、西東京市で接種を希望する方は、
指定の予診票が必要となりますので、事前に健康推進課へ連
絡してください。

特
定
健
診
の

特
定
健
診
の

　
　
　
受
診
を

　
　
　
受
診
を

10
月
31
日
（
月
）
ま
で

▪
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方

　
６
月
に
、
対
象
者
へ
書
類
を
発
送
し
ま

し
た
。
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
４
月
２
日
以
降
に
小
平
市
の
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
方
に
は
、
書
類
を
発
送

し
て
い
ま
せ
ん
。
受
診
を
希
望
す
る
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
書
類
が
届
い
た
方
で
も
、
妊
産
婦
、
長

期
入
院
中
な
ど
の
方
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▪
学
習
教
室
作
品
展

と
　
き　
１０
月
４
日（
火
）〜
９
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
４
日
は
正
午
か
ら
、
９
日
は
午
後
４
時

ま
で
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
︱

内
　
容　
書
道
、絵
画
、水
彩
画
、染
色
、

絵
手
紙
教
室

▪
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

▽
著
名
人
が
眠
る
多
磨
霊
園
か
ら
野
川
、

は
け
の
道
、
小
金
井
神
社
を
巡
る

　
多
磨
霊
園
、
都
立
武
蔵
野
公
園
、
野
川

遊
歩
道
、
は
け
の
道
、
美
術
の
森
緑
道
、

小
金
井
神
社
、
金
蔵
院
、
黄
金
の
水
な
ど

約
６
㌔
㍍
を
歩
き
ま
す
。

と
　
き　
１０
月
２７
日
（
木
）　
雨
天
決
行

集
　
合　
午
前
９
時
３０
分　
西
武
線
多
磨

駅
改
札
口
前

※
解
散
は
午
後
１
時
ご
ろ
、
JR
武
蔵
小
金

井
駅
。

費
　
用　
６
百
円

定
　
員　
１５
人

申
込
み　
１０
月
３
日（
月
）か
ら
、問
合
せ

先
へ（
電
話・電
子
メ
ー
ル
可
、先
着
順
）

︱
︱
共
　
通
︱
︱

問
合
せ　
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
☎
０４２
（
３
４
４
）
２
１
２
０
、
Akod

aira@sjc.ne.jp

※
職
場
の
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
市
の
特
定
健
診
を
受
診
で

き
ま
せ
ん
。
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組

合
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
　
き　
１０
月
３１
日
（
月
）
ま
で

と
こ
ろ　
指
定
医
療
機
関

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
２
９

特
定
保
健
指
導

特
定
保
健
指
導

ご
存
知
で
す
か

　
特
定
保
健
指
導
と
は
、
健
康
診
査
（
特

定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）
の
結
果
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
お
よ
び
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
に
行
わ
れ

る
、
予
防
を
目
的
と
し
た
特
別
な
健
康
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
が
面
接
を
行

い
、
そ
の
方
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
生
活
改
善
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
考
え
支

援
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
お
知
ら
せ
が

順
次
届
き
ま
す
の
で
、
内
容
や
日
程
な
ど

を
確
認
の
う
え
、
必
ず
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
利
用
費
補

助
の
申
請
を
し
た
方
に
限
り
ま
す
。

対
　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
小
平
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
４０
歳
〜
７４
歳

▽
小
平
市
の
委
託
業
者
（
日
本
サ
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
）
か
ら
特
定
保
健
指
導
の
お
知

ら
せ
が
届
い
て
い
る

問
合
せ　
▽
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
…

健
康
推
進
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
３
７
０
１

▽
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
利
用
費
補
助
に
つ
い

て
…
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
９塩

分
計
の
貸
し
出
し

減
塩
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
塩
分
計
を
使
っ
て
自
分
の
味
覚
を
知

り
、
減
塩
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
ミ
ニ
講
話
で
は
、
今
日
か
ら
簡
単
に
で

き
る
減
塩
の
こ
つ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
７
日
（
月
）　
午
前
９
時

３０
分
〜
１０
時
３０
分
、
午
前
１１
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
健
康
セ
ン
タ
ー

対
　
象　
市
内
在
住
の
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定
　
員　
各
１５
人

内
　
容　
栄
養
ミ
ニ
講
話
、
塩
分
計
の
貸

し
出
し

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
参
加
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み　
１０
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
健
康

セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
６
）
３
７
０
１



お
口
の

お
口
の

　
機
能
ア
ッ
プ
教
室

　
機
能
ア
ッ
プ
教
室

　
噛
む
力
、
飲
み
込
む
力
な
ど
、
お
口
の

機
能
の
向
上
は
、
肺
炎
の
予
防
や
健
康
長

寿
に
つ
な
が
り
ま
す
。
教
室
で
は
、
歯
科

医
師
が
お
口
の
機
能
向
上
の
こ
つ
や
、
お

口
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
体
操
を
お
伝
え

し
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１０
日
・
１７
日
の
木
曜
日　

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分　
全
２
回

と
こ
ろ　
花
小
金
井
南
公
民
館
ホ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
で
６５
歳
以
上
の
方

定　
員　
２０
人

申
込
み　
１０
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
高
齢
者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
６
）
９
５
３
９

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を

実
践
し
ま
せ
ん
か

認
知
症
予
防
講
演
会

　
運
動
と
計
算
や
し
り
と
り
な
ど
の
認
知

課
題
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を

実
践
し
て
、
認
知
症
予
防
に
役
立
て
ま
し

ょ
う
。

と　
き　
１１
月
１０
日
（
木
）　
午
後
２
時

〜
4
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

対　
象　
市
内
在
住
の
方

定　
員　
３０
人

内　
容　
講
話
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
実
践

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
込
み　
１０
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
電
話

で
高
齢
者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３

４
６
）
９
５
３
９

目
か
ら
鍛
え
る

認
知
症
予
防
講
座

　
目
を
動
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
脳
ト

レ
、
反
応
動
作
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

目
・
脳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
性
化
さ

せ
る
認
知
症
予
防
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
４
日
〜
１２
月
２３
日
の
金
曜

日　
午
後
２
時
〜
３
時　
全
８
回

※
１１
月
４
日
と
１２
月
２３
日
は
、
午
後
３
時

１５
分
ま
で
。　

と
こ
ろ　
小
川
町
一
丁
目
地
域
セ
ン
タ
ー

第
一
・
二
集
会
室

対　
象　
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
認
知

症
の
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

※
初
め
て
の
方
を
優
先
。

定　
員　
２５
人

申
込
み　
１０
月
３
日
（
月
）
か
ら
、
高
齢

者
支
援
課
へ（
先
着
順
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
５
３
９

認
知
症
家
族
介
護
講
座

▪
介
護
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
つ
を
学

ぼ
う

　
認
知
症
の
基
礎
知
識
や
介
護
ス
ト
レ
ス

と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
の
考
え
方
（
認

知
行
動
療
法
）
を
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
５
日
・
２６
日
、
１２
月
３
日

の
土
曜
日　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

　
全
３
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル

対　
象　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
す
る
方

定　
員　
１０
人

申
込
み　
１０
月
１
日
（
土
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

　
介
護
予
防
の
知
識
や
小
平
い
き
ら
く
体

操
な
ど
の
実
技
を
学
び
、
地
域
に
広
め
る

活
動
を
し
、
元
気
な
地
域
を
つ
く
り
ま
せ

ん
か
。

と　
き　
１１
月
８
日
〜
１２
月
２７
日
の
火
曜

日　
午
前
１０
時
〜
正
午　
全
８
回

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
第
一
集
会
室

対　
象　
市
内
在
住
で
、
地
域
で
小
平
い

き
ら
く
体
操
な
ど
を
実
践
し
、
介
護
予
防

を
普
及
啓
発
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
方

定　
員　
２０
人

内　
容　
介
護
予
防
の
講
話
や
実
技
、
地

域
で
の
活
動
方
法
ほ
か

持
ち
物　
筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

申
込
み　
高
齢
者
支
援
課
へ
（
先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
３
９

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で

油
・
断
・
快
適

油
・
断
・
快
適

　
　
　
　
　
下
水
道

　
　
　
　
　
下
水
道

　
１０
月
は
、
降
水
量
が
多
く
気
温
が
下
が

り
始
め
る
た
め
、
台
所
か
ら
流
れ
た
油
が

下
水
道
管
内
で
冷
え
て
固
ま
り
、
下
水
道

管
の
つ
ま
り
や
悪
臭
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

　
油
汚
れ
は
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
、
残

っ
た
油
は
新
聞
紙
な
ど
で
吸
い
取
る
か
、

固
め
る
な
ど
し
て
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て

捨
て
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
下
水
道
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
６
０道

路
上
に
は
み
出
し
た

樹
木
の
枝
切
り
に
ご
協
力
を

　
宅
地
内
の
樹
木
や
生
け
垣
が
道
路
に
は

み
出
し
て
い
る
と
、
歩
行
者
や
車
両
の
通

行
の
支
障
と
な
る
ほ
か
、
道
路
標
識
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
に
く
く
な
る
、
街
路

灯
の
光
が
遮
ら
れ
路
上
が
暗
く
な
る
な
ど

大
変
危
険
で
す
。

　
樹
木
な
ど
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る

場
合
は
、
枝
を
切
る
な
ど
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

２
４道

路
上
の
段
差
解
消

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
撤
去
を

　
自
宅
や
駐
車
場
出
入
り
口
前
の
道
路
上

に
、
段
差
を
解
消
す
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク

や
鉄
板
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
、
歩

行
者
や
自
転
車
な
ど
の
転
倒
事
故
や
、
道

路
冠
水
の
原
因
と
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
自
宅
な
ど
の
前
に
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
撤
去
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
道
路
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
８

２
４イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

事
業
者
向
け

　
令
和
５
年
１０
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
自
分

は
登
録
す
る
べ
き
か
、
手
続
き
方
法
が
わ

か
ら
な
い
と
い
っ
た
疑
問
を
お
持
ち
の
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
１０
月
３１
日
（
月
）　
午
後
２
時

〜
３
時

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

対　
象　
個
人
事
業
者
、
法
人

定　
員　
４０
人

申
込
み　
東
村
山
税
務
署
へ
（
先
着
順
）

☎
０４２
（
３
９
４
）
６
８
１
１
（
音
声
案
内

２
番
を
選
択
、
内
線
４
１
２
・
３
１
３
）

広
域
連
携
サ
ミ
ッ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
傍
聴
者

オ
ン
ラ
イ
ン
傍
聴
者

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
をを
募
集
募
集

　
小
平
市
と
近
隣
８
市
（
立
川
市
、
昭
島

市
、
日
野
市
、
国
分
寺
市
、
国
立
市
、
福

生
市
、
東
大
和
市
、
武
蔵
村
山
市
）
の
市

長
が
、
広
域
的
な
行
政
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
地
域
連

携
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

と　
き　
１１
月
４
日
（
金
）　
午
後
３
時

３０
分
〜
５
時
３０
分

申
込
み　
１０
月
２８
日
（
金
）
ま
で
に
、
電

子
メ
ー
ル
で
氏
名
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
問
合
せ
先
へ

※
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、
招
待

メ
ー
ル
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ　
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

０
３
、
Aseisaku@city.kodaira.lg.

jp

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ス
ペ
ー
ス

ス
ペ
ー
ス

出
店
者
出
店
者
をを
募
集
募
集

産
業
ま
つ
り

と　
き　
１１
月
１２
日
（
土
）・１３
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
市
役
所
立
体
駐
車
場
３
階

対　
象　
市
内
在
住
の
方

出
店
料　
５
千
円

申
込
み　
１０
月
１４
日
（
金
）
ま
で
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
当
選
者
に
の
み
結
果
を
通
知
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・

　 

児
童
委
員
に
相
談
を

生
活
の
不
安
や
相
談
な
ど

▪
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
宅
訪
問　
こ
ん
に

ち
は
訪
問

　
７５
歳
に
な
っ
た
方
（
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
）
を
中
心
に
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
、
担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
不
安
や
相
談
な
ど
は
、
担
当
地

区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
お
話
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
支
援
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
７

小
平
市
文
化
協
会

▪
小
平
市
民
文
化
祭　
写
真
展
作
品
募
集

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
市

内
団
体
所
属
の
方

規　
格　
Ａ
４
判
〜
Ａ
３
判
ノ
ビ
ま
た
は

六
つ
切
〜
半
切
、
額
装
、
単
写
真
の
み

※
題
材
自
由
、
１
人
２
点
ま
で
。

※
作
品
の
裏
に
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
し
た
出
品
票
を
貼
り
、
必

ず
つ
り
ひ
も
を
付
け
て
く
だ
さ
い
（
額
縁

の
ガ
ラ
ス
、
ア
ク
リ
ル
板
は
外
し
て
く
だ

さ
い
）。

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師
の
平
野
正
志
さ
ん
が

審
査
し
ま
す
。
市
長
賞
、
文
化
協
会
会
長

賞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
要
綱
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費　
用　
１
点
１
千
円
（
高
校
生
以
下
は

５
百
円
）

申
込
み　
１１
月
７
日
（
月
）
の
午
前
１０
時

か
ら
正
午
ま
で
に
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示

室
へ

H
検
索　
小
平
市
写
真
連
盟

問
合
せ　
小
平
市
写
真
連
盟
・
國
友
☎
０

９
０
（
５
７
８
８
）
２
８
５
４

椅
子
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

パ

ー

ト

２

市
民
学
習
奨
励
学
級

　
市
民
学
習
奨
励
学
級
は
、
市
民
団
体
が

企
画
・
運
営
す
る
講
座
を
公
民
館
が
支
援

す
る
事
業
で
す
。

　
誰
で
も
、
ど
こ
で
で
も
踊
れ
る
椅
子
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
を
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
Ｌ
ｉ
ｌｙ
先
生
か
ら
学
び
ま
す
。

と　
き　
１１
月
１２
日
〜
１２
月
１７
日
の
土
曜

日
（
１１
月
１９
日
を
除
く
）　
午
後
２
時
〜

４
時　
全
５
回

と
こ
ろ　
津
田
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　
員　
２０
人

企
画
・
運
営　
チ
ェ
ア
タ
ッ
プ

申
込
み　
１０
月
１
日
（
土
）
の
午
前
１０
時

か
ら
、
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
件
名
に
「
椅
子

タ
ッ
プ
希
望
」
と
入
力
し
、
問
合
せ
先
へ

（
先
着
順
）

※
メ
ー
ル
送
付
後
、
３
日
以
内
に
申
し
込

み
受
け
付
け
の
連
絡
が
来
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
チ
ェ
ア
タ
ッ
プ
・
菊
池
☎
０
８

０（
８
０
３
４
）５
４
３
３
、
Aminho-

1987-kodaira.1017@docomo.ne.
jp

臨

時

休

館

大
沼
図
書
館

　
大
沼
図
書
館
は
、
電
気
設
備
の
入
替
作

業
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

と　
き　
１０
月
３
日
（
月
）

問
合
せ　
大
沼
図
書
館
☎
０４２
（
３
４
２
）

２
０
０
１
（
休
館
当
日
の
み
、
中
央
図
書

館
☎
０４２
（
３
４
５
）
１
２
４
６
）

H
検
索　
小
平
商
工
会

問
合
せ　
小
平
商
工
会
☎
０４２
（
３
４
４
）

２
３
１
１

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

齋
藤
素
巖
彫
刻

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
狭
山
・
境
緑
道
の
齋
藤
素
巖
・
彫
刻
の

小
径
に
あ
る
銅
像
の
洗
浄
や
ワ
ッ
ク
ス
が

け
を
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
日

は
春
と
秋
の
年
２
回
で
す
（
５
月
と
１１
月

ご
ろ
）。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
☎
０４２

（
３
１
２
）
３
９
５
４

生

徒

を

募

集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

試
験
日
（
１
次
）　
令
和
５
年
１
月
１４
日

（
土
）・
１５
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か
指
定

さ
れ
た
日

応
募
資
格　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
で
中
学
校
卒
業
（
見

込
み
を
含
む
）
の
男
子

※
入
校
と
同
日
に
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）
と
な
り
、
生
徒
手
当
（
月
額
約

１０
万
円
）
が
支
給
さ
れ
、
生
徒
課
程
修
了

時
に
は
、
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。

申
込
み　
令
和
５
年
１
月
６
日
（
金
）
ま

で
（
必
着
）
に
、
問
合
せ
先
へ

※
推
薦
採
用
試
験
を
希
望
す
る
方
は
、
１２

月
２
日（
金
）ま
で（
必
着
）。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
・

国
分
寺
募
集
案
内
所
☎
０４２
（
３
２
４
）
１

０
１
０一

般
課
程
・
応
用
課
程

（
通
学
形
式
）

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

　
視
覚
障
が
い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
（
同
行
援
護
従
業
者
）
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１１
月
１９
日
〜
２７
日
の
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日　
お
お
む
ね
午
前
９
時
〜
午

後
６
時　
全
５
回

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ほ
か

費　
用　
５
千
円

※
ほ
か
に
、
食
事
練
習
で
の
昼
食
代
、
移

動
の
電
車
代
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

対　
象　
小
平
市
近
郊
在
住
・
在
勤
で
、

同
行
援
護
を
行
っ
て
い
る
事
業
所
に
登
録

し
、
実
際
に
従
事
で
き
る
、
原
則
６０
歳
未

満
の
健
康
な
方

定　
員　
２０
人

内　
容　
講
義
、
演
習

持
ち
物　
ア
イ
マ
ス
ク
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
本
人
確
認
が
で
き
な
い
と
、
受
講
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
移
動
サ
ー
ビ
ス
・

バ
イ
ユ
ア
セ
ル
フ
研
修
事
務
局
へ
☎
０４２

（
３
４
１
）
７
６
３
０
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小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

◆音楽でつなごう　B
ビューティフル

eautiful H
ハーモニー

armony
音楽が大好きな青少年１5組が、日ごろの練習の成果を発表します。ぜひ、ご来場く
ださい。
と　き　１０月２３日（日）　午前１０時～午後４時　９時３０分開場
※正午から午後１時ごろまでは、休憩時間です。
ところ　ルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
▷午前の部…小平第十四小学校放課後和太鼓クラブ（合奏）、牛河（弾き語り）、シュ
ウタ（弾き語り）、小平第六中学校箏曲部（合奏）、箏ひまわり（合奏）、小平市少年
少女合唱団（合唱）、東京創価小学校　フローレンス合唱団（合唱）
▷午後の部…B

ブルー

lue F
フェイダーズ

aders（ボーカルバンド）、水野鈴菜（弾き語り）、タカヒロ（弾
き語り）、ブルーベリーユーフォニアムカルテット（合奏）、さくらジュニアオーケス
トラ（合奏）、都立小平西高等学校吹奏楽部（合奏）、H

ヒネモス

ynemos W
ウィンド

ind O
オーケストラ

rchestra（合
奏）、小平青少年吹奏楽団（合奏）
※出演順、予定。
企画・運営　小平市青少年委員会
協　力　小平青少年吹奏楽団
申込み　東京電子自治体共同運営サービスのホームページ（３面欄外QRコード）へ
※申込み後に届く確認メールを、入場の際に提示してください。ホームページから申
し込めない場合は、当日受付で入場票を記入していただければ、入場できます。
問合せ　地域学習支援課☎０４２（３４６）９８３４

青少年音楽祭青少年音楽祭

護護
まもまも

られなかったられなかった者者たちへたちへ
ルネこだいら市民名画座ルネこだいら市民名画座

小平ふるさと村の古民家を舞台にした、伝統話芸の落語です。
女性はなし家の林家つる子さんが、女性に焦点を当てた落語へ挑戦してきた思い
も話します。
と　き　１０月２３日（日）　午後１時３０分開演　１時開場
ところ　小平ふるさと村
定　員　４０人
申込み　１０月４日（火）の午前１０時から、問合せ先へ（電話可、先着順）
※２人分まで申込み可。
問合せ　小平ふるさと村☎０４２（３４5）８１55

小平ふるさと村　古民家で落語小平ふるさと村　古民家で落語

あすぴああすぴあ
◆市民活動交流サロン　学校で活動する市民活動団体・ボランティアの交流会
放課後子ども教室や福祉体験学習などで活動している方々と、子どもたちとの関
わり方を話し合います。
と　き　１０月２９日（土）　午後１時３０分～３時３０分
ところ　①あすぴあ会議室、②テレビ会議システム（ズーム）
対　象　市民活動団体の方（個人での参加も可）
定　員　各１０人
申込み　１０月１日（土）から２１日（金）までに、電子メールで講座名、住所（町名
まで）、氏名、電子メールアドレス、電話番号、参加方法（①・②）を小平市民
活動支援センターあすぴあへ（先着順）☎０４２（３４８）２１０４、Ainfo@kodaira-
shiminkatsudo-ctr.jp

オープンガーデンや草花の育成に興味がある方が対象の講演
会です。
オープンガーデンガーデナーの浅見孝美さんと佐久間京子さ
んが、バラとクレマチスの育て方のポイントなどを話します。
と　き　１１月７日（月）　午後１時３０分～３時３０分
ところ　①福祉会館３階第一集会室、②テレビ会議室システム（ズーム）
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　①３０人、②5０人
申込み　①は問合せ先へ（電話・電子メール可）、②は電子メールで住所、氏名、電
話番号を問合せ先へ
問合せ　こだいら観光まちづくり協会☎０４２（３１２）３９5４、Ainfo@kodaira-touris 
m.com

バラバラととクレマチスクレマチスのある庭づくりのある庭づくり
こだいらオープンガーデン特別講演会こだいらオープンガーデン特別講演会

◆秋の企画展　◆秋の企画展　
　４７都道府県の石Ⅱ　４７都道府県の石Ⅱ
　もっと県の石を見てみよう　もっと県の石を見てみよう

多摩六都科学館多摩六都科学館

岩石・鉱物・化石のうち、各都道府県いずれか１つ以上、総数７０点を展示
します。行ったことがある、行ってみたい場所の石を観察して、その土地が
どのようにできたのか、考えてみましょう。

と　き　１０月８日（土）～１１月３日（木・祝）　午前９時３０分～午後５時
費　用　入館券…大人5２０円、小人（４歳～高校生）２１０円
申込み　当日、会場へ
※休館日など、詳しくはホームページをご覧ください。
H検索　多摩六都科学館
問合せ　多摩六都科学館（〒１８８―００１４　西東京市芝久保町５―１０―６４）
☎０４２（４６９）６１００

東日本大震災から９年が経った宮城県で起こった、連続殺人事件の容疑者となった青
年と、青年を追う刑事の姿から、日本社会が抱える格差の実態を浮き彫りにしたミス
テリー作品です。原作・中山七里、監督・瀬々敬久、出演・佐藤健、阿部寛ほか
と　き　１１月５日（土）　午後１時３０分から
ところ　ルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
費　用　▷前売券…大人８００円、子ども（高校生まで）６００円
▷当日券…大人１,０００円、子ども（高校生まで）８００円（全席指定）
申込み　ホームページまたは電話で問合せ先へ
H検索　ルネこだいら
問合せ　ルネこだいらチケットカウンター☎０４２（３４６）９０００

国賓の歓迎式典やオリンピックの開会式など、国の最も重要な行事で演奏する、日本
を代表する吹奏楽団の勇壮な演奏をお楽しみください。
と　き　１２月１１日（日）　午後２時～４時　１時１5分開場
ところ　ルネこだいら大ホール
※駐車場はありません。
定　員　１,２００人（全席指定）
※小学校入学前のお子さんの入場はご遠慮ください。
申込み　１０月１5日（土）まで（消印有効）に、申込み専用サイト（上図ＱＲコード
からアクセス）または、はがきに住所、氏名、電話番号、希望人数（２人まで）を記
入のうえ、問合せ先へ（申込み多数の場合は抽選し、１１月下旬に当選者へ入場券を
送付）
※申込みは１人１回までです。
H検索　ルネこだいら
問合せ　ルネこだいら「陸上自衛隊中央音楽隊小平演奏会」係（〒１８７―００４１　美
園町１―８―５）☎０４２（３４5）5１１１

陸上自衛隊中央音楽隊陸上自衛隊中央音楽隊
小平演奏会小平演奏会

申込み専用サイト

懐かしさと親しみを感じさせてくれる丸ポスト。今年も、全
国の丸ポストと人々の暮らしや風景とのかかわりを視点にし
た写真を募集します。
テーマ　丸ポストを題材にした暮らしと風景
※令和３年１月１日以降に撮影した未発表の作品。人物を撮影した場合は、肖像
権の承諾を得てください。
規　格　はがきサイズ
※組み写真不可。インクジェットプリンター出力可。デジタルカメラで撮影した
写真の加工・合成不可。画質調整レタッチ可。
※結果は、１１月末までに入賞者に通知し、令和５年１月１４日（土）から３月３１日

（金）まで、ルネこだいらで展示します。賞品は、金賞（賞金５万円）、銀賞（賞
金３万円）、銅賞（賞金１万円）などです。
主　催　小平市文化振興財団、小平市
後　援　日本郵便株式会社小平郵便局、小平商工会、小平市写真連盟、小平丸ポ
スト愛好会、こだいら観光まちづくり協会
申込み　１０月１日（土）から３１日（月）まで（消印有効）に、作品裏面に、題名、
撮影地（ポストの所在町丁）、撮影年月日、応募総点数、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号を記入のうえ、問合せ先へ（送付可）
※応募は１人２点まで、作品は返却しません。入賞作品の取り扱いなど、詳しく
は募集要項をご覧ください。
※募集要項は問合せ先にあるほか、ホームページからダウンロードもできます。
H検索　ルネこだいら
問合せ　ルネこだいら「ポストカードフォトコンテスト」係（〒１８７―００４１　
美園町１―８―５）☎０４２（３４5）5１１１

フォトコンテスト作品を募集
ポストカード丸いポス
トのある風景
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掲載したイベントなどは、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・変更になる場合がありま
す。小平市ホームページや問合せ先などから最新の情報をご確認ください。また、イベント参加時や
施設利用時には、感染症対策にご協力をお願いします。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

日本一大きな丸ポスト完成
（平成21年）

小
平
市
年
表

明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）
小
川
九
郎
兵
衛
、
小
川
の
開
拓
を
開
始

享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
小
川
新
田
、
大
沼
田
新
田
、
鈴
木
新
田
、
野
中
新
田
の

開
発
開
始

〃 

１１
年
（
１
７
２
６
）
廻
り
田
新
田
が
成
立

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
現
在
の
小
平
全
域
、
神
奈
川
県
に
編
入

〃 

６
年
（
１
８
７
３
）
現
・
一
小
、
現
・
二
小
開
校

〃 

１３
年
（
１
８
８
０
）
桜
蔭
学
校
（
現
・
三
小
）
開
校

〃 

２２
年
（
１
８
８
９
）
小
平
村
誕
生

〃 

２６
年
（
１
８
９
３
）
三
多
摩
が
東
京
府
に
編
入

〃 

２７
年
（
１
８
９
４
）
川
越
鉄
道（
現
・
西
武
国
分
寺
線
）開
通
、
小
川
駅
設
置

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
西
武
鉄
道
（
現
・
西
武
新
宿
線
）
開
通

〃 

３
年
（
１
９
２
８
）
多
摩
湖
鉄
道
（
現
・
西
武
多
摩
湖
線
）
開
通

〃 

４
年
（
１
９
２
９
）
昭
和
病
院
開
業

〃 

６
年
（
１
９
３
１
）
女
子
英
学
塾
（
現
・
津
田
塾
大
学
）
小
平
に
移
転

〃 

８
年
（
１
９
３
３
）
東
京
商
科
大
学
予
科
（
現
・
一
橋
大
学
小
平
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
）
小
平
に
移
転

〃 

１８
年
（
１
９
４
３
）
東
京
都
制
施
行

〃 

１９
年
（
１
９
４
４
）
小
平
町
制
施
行

〃 

２２
年
（
１
９
４
７
）
小
平
中
学
校
（
現・一
中
）

開
校

〃 

３２
年
（
１
９
５
７
）
白
梅
学
園
短
期
大
学
開
校

〃 

３６
年
（
１
９
６
１
）
武
蔵
野
美
術
大
学
開
校

〃 

３７
年
（
１
９
６
２
）
小
平
市
制
施
行

〃 

３９
年
（
１
９
６
４
）
市
庁
舎
新
築
移
転
（
現
・

中
央
公
民
館
）。中
央
公
民

館
開
館
（
現
・
仲
町
公
民

館
）

〃 

４１
年
（
１
９
６
６
）
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
ご
み
焼
却
場
完
成

〃 

４４
年
（
１
９
６
９
）
八
小
校
内
で
古
代
の
建
物
跡
発
見
（
八
小
遣
跡
）

〃 

４６
年
（
１
９
７
１
）
あ
か
し
あ
通
り
開
通

〃 

４７
年
（
１
９
７
２
）
市
制
施
行
１０
周
年
。
福
祉
会
館
開
館

〃 

４８
年
（
１
９
７
３
）
武
蔵
野
線
開
通
、
新
小
平
駅
設
置

〃 

４９
年
（
１
９
７
４
）
鈴
木
遺
跡
本
格
調
査
開
始

〃 

５０
年
（
１
９
７
５
）
小
平
市
図
書
館
（
現
・
仲
町
図
書
館
）
開
館

〃 

５１
年
（
１
９
７
６
）
第
１
回
小
平
市
民
ま
つ
り
開
催

〃 

５３
年
（
１
９
７
８
）
北
海
道
小
平
町
と
姉
妹
都
市
締
結

〃 

５４
年
（
１
９
７
９
）
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

５５
年
（
１
９
８
０
）
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

５７
年
（
１
９
８
２
）
市
制
施
行
２０
周
年

〃 

５８
年
（
１
９
８
３
）
市
庁
舎
新
築
移
転

〃 

５９
年
（
１
９
８
４
）
野
火
止
用
水
に
清
流
復

活
。
平
櫛
田
中
館
（
現
・

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
）

開
館

〃 

６０
年
（
１
９
８
５
）
市
民
総
合
体
育
館
開
館
。障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
所
。

中
央
図
書
館
、
仲
町
図
書
館
開
館

〃 

６１
年
（
１
９
８
６
）
玉
川
上
水
に
清
流
復
活

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
都
市
計
画
道
路
（
青
梅
街
道
〜
野
火
止
用
水
）
開
通
。

〃 
２
年
（
１
９
９
０
）
健
康
セ
ン
タ
ー
開
所

〃 

４
年
（
１
９
９
２
）
市
制
施
行
３０
周
年

〃 

５
年
（
１
９
９
３
）
小
平
ふ
る
さ
と
村
開
園
。
市
民
文
化
会
館
（
ル
ネ
こ
だ

い
ら
）
開
館

〃 

７
年
（
１
９
９
５
）
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
（
公
共
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
）

開
館

〃 

１０
年
（
１
９
９
８
）
鈴
木
遺
跡
資
料
館
移
転
・
開
館

〃 

１４
年
（
２
０
０
２
）
市
制
施
行
４０
周
年
。
Ｆ
Ｃ
東
京
練
習
場
、
小
平
グ
ラ
ン

ド
へ
移
転
。
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
開
設

〃 

１６
年
（
２
０
０
４
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行
運
行
開
始
。
小
平
元
気
村
お

が
わ
東
開
設

〃 

１７
年
（
２
０
０
５
）
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
開
始
。
小
平
市
非
核
平
和
都
市
宣

言
制
定

〃 

１８
年
（
２
０
０
６
）
新
小
金
井
街
道
の
青
梅
街
道
か
ら
東
京
街
道
間
が
開

通
。
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転
。
第
１
回
灯
り
ま

つ
り
開
催

〃 

２１
年
（
２
０
０
９
）
日
本
一
大
き
な
丸
ポ
ス

ト
が
完
成
。
小
平
市
自

治
基
本
条
例
施
行

〃 

２２
年
（
２
０
１
０
）
小
平
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設

〃 

２４
年
（
２
０
１
２
）
市
制
施
行
５０
周
年
。
鈴

木
遺
跡
が
東
京
都
指
定

有
形
文
化
財
（
史
跡
）

に
指
定
。「
小
平
市
史
」

刊
行

〃 

２７
年
（
２
０
１
５
）
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
開
館

〃 

２８
年
（
２
０
１
６
）
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
設
立

〃 

２９
年
（
２
０
１
７
）
新
五
日
市
街
道
線
の
小
川
町
一
丁
目
区
間
が
開
通

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
小
平
市
第
四
次
長
期
総
合
計
画
開
始
。
鈴
木
遺
跡
が
国

史
跡
に
指
定

〃 

４
年
（
２
０
２
２
）
市
制
施
行
６０
周
年

建築中の小平市役所
（昭和56年撮影）

市制施行祝賀パレード
（昭和37年）

小平町制施行の記念撮影
（昭和19年）

小川村絵図
（小川家文書）
宝永 2（1705）
〜正徳 3年
（1713）頃

たかの街道の
様子
令和 ４年撮影

問題　下の標題を読んでみよう。

今でも残る
風景や地名

用水の風景

小川村を通る「御鷹の道」

ネットde古文書講座

村々は、玉川上水から分水路を引き、飲
み水・用水を得ていました。分水路は今
も、市内各所で見ることができます。

尾張家の鷹場は、現小平市域を含む多摩
郡などに設けられていました。
「御鷹の道」（現たかの街道）は、鷹狩
の際の鷹を訓練する鷹匠らが通行した道
で、現在の小平第三中学校の北側を通
り、市役所の南側を経て、玉川上水にか
かる寺橋に至ります。

【参考・引用文献】
▷「小平市史別冊図録　近世の開発と村
のくらし」、小平市、平成２５年発行
▷「小平市史別冊写真集　こだいらの「郷
土写真」」、小平市、平成２５年発行
▷「小平市史」、小平市、平成２５年発行

小平市立図書館ホームページ
のネットｄｅ古文書講座（右
図ＱＲコードからアクセス）
では、身近なくずし字や小川
家文書などの古文書の読み方
を紹介しています。

「村鑑帳」とは江戸時代、村「村鑑帳」とは江戸時代、村
ごとの概況を記した村勢要覧ごとの概況を記した村勢要覧
詳しくは、古文書講座基礎編詳しくは、古文書講座基礎編
「表題を読んでみよう」をご「表題を読んでみよう」をご
覧ください。覧ください。

答え

宝
暦
六
年

村
鑑
帳

子
ノ
五
月　
多
摩
郡小川

村

　
戦
国
時
代
ま
で
の
武
蔵
野
は
、
付
近
に
大
き
な
川
が
な
く
、
地
下
水
位

も
低
か
っ
た
た
め
、
飲
料
水
の
入
手
が
困
難
で
、
人
が
定
住
で
き
る
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
、
江
戸

は
急
速
に
発
展
し
ま
す
。
武
蔵
野
に
は
、
江
戸
に
物
資
を
運
ぶ
道
路
や
水

を
引
く
た
め
の
上
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
承
応
３
年（
１
６
５
４
）に

は
、羽
村
か
ら
江
戸
ま
で
多
摩
川
の
水
を
引
い
た
玉
川
上
水
が
開
通
し
、翌

年
に
野
火
止
用
水
が
完
成
し
て
、武
蔵
野
の
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
小
川
村
は
、
明
暦
２
年
（
１
６
５
６
）
に
、
小
川
九
郎
兵
衛
の
主
導
に

よ
り
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
九
郎
兵
衛
は
石
灰
伝
馬
継
な
ど
往
来
の
人
馬
を
助

け
る
た
め
に
自
費
を
も
っ
て
新
田
開
発
を
願
い
出
ま
す
。
現
小
平
市
域
で

は
最
も
古
い
村
で
す
。

村
が
で
き
る
ま
で

市
で
最
も
古
い
小
川
村

小川村で最も古い地図です。南側に「江戸御水道（玉川上水）」が流れ、西端から分水された「のびとめ水
道（野火止用水）」が北東へ向かっています。中央を左右に走るオレンジ色の太い線が今の青梅街道です。
小川村の景観を特徴付けるのが、青梅街道沿いの短冊型地割です。整然と計画された短冊型の地割の様子
は、今もうかがうことができます。
令和 2年、この絵図をお持ちだった小川九郎兵衛の子孫の方から小平市に寄贈され、今では小平市中央図
書館に保管されています。

描かれた小川村
現在の小川町 1丁目
延宝 2年頃「小川村地割図」
（小川家文書）

描かれた野中新田善左衛門組
明治 2年 9月「村絵図」（野中家文書）
青梅街道や五日市街道など、各街道に沿って家が描かれて
おり、当時の家数と一致する。

貫井橋の様子
令和 ４年撮影

鈴木新田名主の家
昭和32年

大沼田新田の地割図
享保21年 3 月「村絵図」（當麻家文書）

小川用水 新堀用水

大沼田新田の水車
天保10年 3 月「村絵図」（當麻家文書）

文化１１年（１８１４）「村絵図」（斉藤家文書）
玉川上水と五日市街道・小川新田境（廻り田
道）などの道と、多くの水路が描かれている。

小川弥市の開発願い
享保 7年（1722）9 月「乍恐以書付奉願上候」（小川家文書）

武蔵野乃
一本榎跡
宝永元年（170４）、武蔵野にそび
え立ち、青梅街道を往来する人
々の目印となっていた一本榎。
当時の榎は枯木となり、現在の
ものは孫木にあたります。

地図でたどる小平

　
小
川
新
田
の
開
発
は
、
享
保
７
年
（
１

７
２
２
）
に
、
小
川
弥
市
と
小
川
村
が
願

い
出
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。「
東
は

小
川
村
境
か
ら
一
本
榎
ま
で
、
南
北
は
玉

川
上
水
際
か
ら
山
口
領
江
戸
道
ま
で
開
発

し
た
い
」
と
い
っ
た
内
容
の
願
書
を
差
し

出
し
ま
す
。
同
９
年
に
許
可
さ
れ
、
双
方

に
開
発
地
が
割
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
新
田
は
、
貫
井
村
（
現
小
金
井
市
）
の
名

主
鈴
木
利
左
衛
門
と
百
姓
が
開
発
を
何
度
も
試

み
、
享
保
９
年
（
１
７
２
４
）
よ
う
や
く
許
可
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
一
時
、
野
中
新
田
に
含
ま

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
玉
川
上
水
に
架
か
る

貫
井
橋
の
名
称
は
、
開
発
当
初
、
利
左
衛
門
が
貫

井
村
か
ら
通
っ
た
際
に
利
用
し
た
こ
と
か
ら
付
け

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
廻
り
田
村
（
現
東
村
山
市
）
を
本

村
と
す
る
新
田
で
、
他
の
村
に
比
べ

て
開
発
に
関
わ
る
時
期
は
若
干
遅

く
、
家
数
も
江
戸
時
代
後
期
に
は
十

五
軒
前
後
と
、
７
か
村
で
は
最
も
面

積
が
狭
い
村
で
し
た
。

　
大
沼
田
新
田
は
、
大
岱
村
（
現
東

村
山
市
）
の
當
麻
弥
左
衛
門
ら
が
開

発
を
主
導
し
た
村
で
す
。
地
割
図
か

ら
は
東
西
を
貫
く
「
大
岱
新
田
南
通

り
」（
現
東
京
街
道
）
や
所
沢
道
な

ど
、
街
道
に
沿
っ
て
地
割
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
１８
世
紀
中
頃
よ
り
、
武
蔵
野
の
村

々
で
は
河
川
・
用
水
路
に
多
く
の
水

車
が
し
か
け
ら
れ
、
生
産
し
た
穀
物

の
製
粉
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
右
の

絵
図
に
は
、
各
所
に
「
〇
〇
水
車
」

と
い
う
記
載
が
あ
り
、
鈴
木
新
田
・

大
沼
田
新
田
を
通
る
分
水
路
に
は
、

い
く
つ
も
の
水
車
が
し
か
け
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
小
川
分
水
の
開
削
は
、
開
発
願
い

が
許
可
さ
れ
た
の
ち
、
最
初
に
取
り

組
ま
れ
た
工
事
と
み
ら
れ
ま
す
。
小

川
九
郎
兵
衛
は
、
こ
れ
に
私
費
を
投

じ
て
尽
力
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

市
域
北
側
の
取
水
口
は
、
明
治
時
代

の
初
め
に
新
堀
用
水
に
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
野
中
新
田
は
、
享
保
期

に
成
立
し
た
武
蔵
野
新
田

の
う
ち
、
開
発
当
初
は
最

も
面
積
の
広
い
村
で
し

た
。
享
保
１７
年
（
１
７
３

２
）
１０
月
に
は
、
与
右
衛

門
・
善
左
衛
門
・
六
左
衛

門
・
利
左
衛
門
の
４
名
に

名
主
が
命
じ
ら
れ
、
野
中

新
田
与
右
衛
門
組
・
善
左

衛
門
組・六
左
衛
門
組（
現

国
分
寺
市
）、
鈴
木
新
田

の
４
つ
の
組
（
村
）
が
成

立
し
ま
し
た
。

小
川
新
田

鈴
木
新
田

廻
り
田
新
田

大
沼
田
新
田

野
中
新
田
善
左
衛
門
組
・

野
中
新
田
与
右
衛
門
組

小
川
分
水
に
続
く
取
水
口

野火止用水（左）と新堀用水（右）の分水口
1957年飯山達雄氏撮影・喜平図書館所蔵

七つの村・小平のはじまり

玉川上水・野火止用水
主要な道路（一部推定）

※主要な道路、水路の名称は現在のもの

五日市街道
鎌倉街道

たかの街道

五日市街道
玉川上水

鈴木街道

小金井街道

東京街道

府中街道
野火止用水

青梅街道

野火止用水と
新堀用水の分水口

寺橋

小川村 小川新田

大沼田新田

廻り田新田

鈴木新田

野中新田
善左衛門組

野中新田
与右衛門組

立川通り

貫井橋

武蔵野乃一本榎

現在の小平市域は、江戸時代前期と中期（享保期）の開発によって成立した村々
からなっています。近世以降に開発された村を、一般に「新田村」と呼びますが、
この新田村７か村のみで市域が構成されているという点は、近隣の自治体でもあ
まり例がなく、小平の特徴といえます。

小 川 村 中島町・栄町・小川町・小川西町・小川東町・たかの台・津田町・学園西町の辺り
小 川 新 田 仲町・学園東町・学園西町・喜平町・上水本町・上水新町の辺り
野中新田善左衛門組 天神町・鈴木町・上水南町・御幸町の辺り
野中新田与右衛門組 花小金井・花小金井南町・大沼町の辺り
鈴 木 新 田 鈴木町・花小金井南町・上水本町の辺り、天神町・御幸町・上水新町の一部
大 沼 田 新 田 大沼町・美園町の辺り、天神町・花小金井の一部
廻 り 田 新 田 回田町の辺り、鈴木町の一部
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◇防災行政無線の内容は専用ダイヤル　☎042（341）0793　　防災・防犯緊急メールマガジンでもお知らせします

公民館の講座・イベント
d…日時　s…費用　t…対象　n…内容　k…講師
y…保育定員、オリエンテーション日程　e…持ち物 m…申込期限と実施場所
A…電子メールでの申込み可（Akominkan-koza@city.kodaira.lg.jp）

※電子メールで申し込む場合には住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、件名に講座名を入力
のうえ送信。申込み期限の翌日までに確認メールが届かない場合は、お問い合わせください。

※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。

土曜子ども映画会　遊んでおぼえる学習ＤＶＤ（せかいちず）、ディズニーキャラクターズ（プル
ート）　定員１５人　先着順
d １０月 ８ 日（土）　午前１０時から　m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

金曜市民劇場　微笑みを抱きしめて　定員３０人　先着順
d １０月２１日（金）　午後２時から
n 父親は小５の息子と小１の娘に言った。「パパはガンなんだ・・・でも頑張る」。だが再入院した
父親が家に戻ることはなかった。鹿児島県川内市の南国の自然を背景に、父親の死を通して家族
と親子の絆を描く
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

シニア講座　これからの健康づくりのキーワード　フレイル予防②　（全４回）　抽選・A
d １１月１５日〜１２月６日の火曜日　午後２時３０分〜４時　t 市内在住・在勤のおおむね６０歳以上の方
n 加齢とともに進行する生活機能の低下に備え、日ごろからできる運動などのフレイル予防の実
践方法を知る
k 植田拓也さん（東京都介護予防・フレイル予防推進支援センター　副センター長）ほか
e 動きやすい服装、運動靴、筆記用具
m １０月２５日（火）まで（月曜日を除く）に中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１

地域支援講座　描いて楽しいもらって嬉しい絵手紙　（全 ４回）　抽選
d １１月 ８ 日〜２９日の火曜日　午前１０時〜正午　s ５００円　t 市内在住・在勤・在学の方
n 秋の野菜・果物や好きなものをかいて絵手紙の楽しさを体験する
k 井口陽子さん（一般社団法人　日本絵手紙協会公認講師）
e 筆記用具、ポケットティッシュ、各日程の内容ごとに描きたい物
　 ※筆、墨、顔彩などは講師が用意します。
m １０月１８日（火）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎０４２（４６２）５７９０

文化・教養講座　初心者向けＺｏｏｍ（ズーム）講座　（全 ３回）　抽選
d １１月１１日〜２５日の金曜日　午後 １ 時３０分〜 ３ 時３０分　t 市内在住・在勤・在学の方
n Ｚｏｏｍ（ズーム）の基本操作を初歩からゆっくり学ぶ
k 佐藤弥子さん（東京スマホ研究会代表）ほか
e スマートフォン、タブレット、カメラ・マイク機能があるノートパソコンのいずれか
　 ※スマートフォンの貸し出しあり。
m １０月２０日（木）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、花小金井北公民館へ☎０４２（４６２）５７９０

子育て支援講座　子育て中こそ自分時間　元気をパワーチャージ　（全 ５回）　抽選
d １１月１１日〜１２月 ９ 日の金曜日　午前１０時〜１１時３０分　s ５００円　t 市内在住の子育て中の方
n 子育て中の悩みや思いを仲間と共有したり、アロマでリフレッシュしながら、ゆっくり自分と
向き合い、明日への活力につなげる
k 石川りつこさん（キャリア・コンサルティング技能士）ほか
y ７ 人、１１月 ４ 日（金）
m １０月２５日（火）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、上水南公民館へ☎０４２（３２５）４１３３

文化・教養講座　小平東地区の歴史　（全 ３回）　抽選
d １１月１１日〜２５日の金曜日　午前１０時〜正午　t 市内在住の方
n 小平市東地区の歴史を学ぶ（ １ 回目座学、 ２ ・ ３ 回目まち歩き）
k こだいら観光まちづくり協会　e 筆記用具、水分補給の飲み物
m １０月２１日（金）まで（月曜日を除く）に、花小金井南公民館へ☎０４２（４６１）０８６１

子育て支援講座　地域で楽しもう　秋の小金井公園編　（全 １回）　抽選
d １１月１９日（土）　午前１０時〜正午
t 市内在住の親子（ ２ 歳〜 ５ 歳）
n 小金井公園で親子遊びをしませんか。雨天の場合は花小金井南公民館で実施します
k 花小金井南児童館職員
　  ※動きやすい服装でご参加ください。
m １０月２７日（木）まで（月曜日を除く）に、花小金井南公民館へ☎０４２（４６１）０８６１

なかまちテラスＬｉＮＫＳ講座　孫育て・自分育てのための絵本講座　（全 ２回）　抽選
d １１月 ５ 日・１２日の土曜日　午後 ２ 時〜 ４ 時
t 市内在住で孫育て、自分育てに関心のある方
n 世代を超えて一緒に楽しめる絵本の選び方や魅力について学ぶ
k 福田孝子さん（全国学校図書館協議会スーパーバイザー）
m １０月２５日（火）まで（１０月２０日を除く）に、仲町公民館へ☎０４２（３４１）０８６２

地域支援講座　子ども食堂ってどんなところ　（全 ５回）　抽選
d １１月 ５ 日〜２６日の土曜日（１９日を除く）　午前１０時〜正午
　  ※１２月 ２ 日（金）・２１日（水）で、子ども食堂の運営の体験をします。体験の日時は、相談のうえ

で決定します。
t 市内在住・在勤・在学の方
n 子ども食堂とは何か、運営者の考えを聞き、運営体験を通じて詳しく学ぶ
k 足立隆子さん（風鈴草子ども食堂運営者）ほか
m １０月２２日（土）まで（月曜日を除く）に、津田公民館へ☎０４２（３４２）０８６３

シニア講座　消しゴムはんこづくりで脳トレ　（全３回）　抽選
d １１月９日〜３０日の水曜日（２３日を除く）　午前１０時〜正午
s １,４４０円
t 市内在住・在勤のおおむね６０歳以上の方
n 手先を動かして作業することで脳トレに最適な消しゴムはんこづくりに挑戦したり、作った消
しゴムはんこを使って絵手紙を書く
k 内藤志保さん（消しゴムはんこ作家）ほか
e シャープペンシル（芯はＨＢくらいの濃さ）、カッターナイフ、カッティングマット、ティッ
シュペーパー、お持ちの方は、彫刻刀（三角刀、丸刀）、デザインナイフ
m １０月２６日（水）まで（月曜日を除く）に、津田公民館へ☎０４２（３４２）０８６３

文化・教養講座　ビートルズと６０年代カルチャー　（全 ６回）　抽選
d １１月 ４ 日〜１２月 ９ 日の金曜日　午前１０時〜正午
t 市内在住・在勤・在学の方
n デビューから６０年、世界で人気になったビートルズについて、当時の文化や社会情勢を通じて
知る
k 藤本国彦さん（ビートルズ研究家）
m １０月１４日（金）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、大沼公民館へ☎０４２（３４２）１８８８

地域支援講座　心から笑顔になれる料理教室　（全３回）　抽選
d １１月５日〜１９日の土曜日　午前１０時〜正午
s ５００円
t 市内在住・在勤・在学の方
n 薬膳を取り入れ免疫力アップ・冷え症対策・子どもと楽しめる料理作りを学ぶ
　  ※調理デモンストレーションと試食のみになる場合があります。
k 飯田和子さん（料理家）
e ノート、筆記用具、三角巾（バンダナなど）、マスク
m １０月２２日（土）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、鈴木公民館へ☎０４２（３８８）００５０

シニア講座　アンドロイドスマートフォンを使いこなして毎日を楽しく快適に　（全４回）　抽選
d １１月１０日〜１２月１日の木曜日　午後２時〜４時
t 市内在住・在勤のおおむね６０歳以上の方
n アンドロイドスマートフォンの基本操作から、インターネット検索、Ｌ

ラ イ ン

ＩＮＥなど使い方を学ぶ
k 佐藤弥子さん（東京スマホ研究会・シニアＩＴアドバイザー）ほか
e アンドロイドスマートフォン
m １０月２７日（木）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、鈴木公民館へ☎０４２（３８８）００５０

１０月２２日
（土）

▷作品展示（午前１０時〜午後 ４ 時）　上水南公民館利用団体（絵画、写真、絵手紙、木目込
み人形、書道など）

▷まつり音楽会　アイリッシュハープコンサート「優しい音色に包まれて」（午前１０時３０分〜
正午）

　（対象　市内在住・在勤・在学の方、定員　３０人、事前申込み　１０月 ５ 日（水）午前 ９ 時か
ら電話で問合せ先へ（午後 ５ 時以降、日曜・月曜日、祝日を除く）、先着順）　出演：田中
麻里さん（アイリッシュハープ演奏家）

▷木目込みで来年の干支「卯（うさぎ）」を作ろう（午前１０時〜午後 ３ 時、事前申込み、先着順）
▷舞台発表（午後 １ 時３０分〜 ２ 時４０分）　上水南公民館利用団体（オカリナなど）
▷お茶席（午前１０時から売り切れまで）
▷指圧体験コーナー（午前１１時〜正午）

１０月２３日
（日）

▷作品展示（午前１０時〜午後 ３ 時）（２２日と同じ内容）
▷木目込みで来年の干支「卯（うさぎ）」を作ろう（午前１０時〜午後 ３ 時、事前申込み、先着

順）（２２日と同じ内容）
▷舞台発表（午前１０時３０分〜午後 ２ 時４０分）　上水南公民館利用団体（新舞踊、歌謡、ハー

モニカなど）
※車での来館はご遠慮ください。

上水南公民館まつり上水南公民館まつり
問合せ　上水南公民館☎０４２（３２５）４１３３

１０月２９日
（土）

▷ 作品展示（午前１０時〜午後 ４ 時）　花小金井北公民館利用団体（絵画、書道、生花など）
▷ まつり音楽会　「二胡の調べ」（午後 １ 時３０分〜 ３ 時）
　 （対象　市内在住・在勤・在学の方、定員　３０人、事前申込み　１０月 ５ 日（水）の午前 ９ 時

から、電話で問合せ先へ（午後 ５ 時以降、日曜・月曜日、祝日を除く）、先着順）　出演：
楊智さん（二胡奏者）ほか

▷ 地元野菜などの販売（午前１０時から売り切れまで）

１０月３０日
（日）

▷作品展示（午前１０時〜午後 ３ 時）（２９日と同じ内容）
▷舞台発表（午後 １ 時〜 ２ 時３０分）　花小金井北公民館利用団体（斉唱、紙芝居）
▷地元野菜などの販売（午前１０時から売り切れまで）

※車での来館はご遠慮ください。お買い物の際は、マイバックをお持ちください。

花小金井北公民館まつり花小金井北公民館まつり
問合せ　花小金井北公民館☎０４２（４６２）５７９０
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ご利用ください  市民無料相談市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 １０月２０日（木）・２８日（金） ・相談時間（予約制）
　午後 １ 時３０分～ ４ 時３０分
（ １回３０分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可、先着順）
　１０月 ３ 日（月）から
　午前 ８時３０分～午後 ５時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎０４２（３４６）９５０８
　※各相談についておひとり
１年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 １０月２４日（月）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） １０月１８日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 １１月 ７ 日（月）

登 記 ・
成 年 後 見 相 談

司 法 書 士 １０月２６日（水）
土地家屋調査士 −

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 １０月２５日（火）
年金・労務相談 社会保険労務士 −
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 １０月２１日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 １０月２１日（金）
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 １０月１７日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ８時３０分～午後 ５時

☎０４２（３４６）９５０８

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ９時～正午、午後 １時～ ４時
☎０４２（３４６）９５５０

空き家セミナー・個別相談会空き家セミナー・個別相談会
◆専門家に学ぶ空き家問題と家財管理
少子高齢化などの影響で増え続ける空き家などの対策として、空き家などの
適正管理や活用方法、相続する前に行うことなどを専門家から学べます。
また、個別相談もできます。
と　き　１１月１３日（日）　午前９時４５分～午後１時　９時３０分開場
ところ　福祉会館４階小ホール
定　員　セミナー…４０人、個別相談…１２組
申込み　１０月３日（月）から、電話または電子メールで、住所、氏名、電話
番号を問合せ先へ（先着順）
※東京電子自治体共同運営サービスのホームページ（３面欄外ＱＲコード）
からも申し込めます。
問合せ　地域安全課☎０４２（３４６）９６１４、Achiikianzen@city.kodaira.lg.jp

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
市議会議員との懇談会 １０月２９日（土）午前 ９時４５分～正午 中央公民館 ２階ホール 無料 森野☎０９０（８０４３）２１４８ 保育あり、手話通訳、磁気ループ
津田塾大学応援イベント　鷹の台秋祭り １０月２２日（土）・２３日（日）午前１０時～午後 ４時 中央公園 無料 田中☎０８０（３１２７）６８２７ マルシェとスタンプラリー開催

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
プレピアポコの会 第 ２・４金曜日午後 １時から 花小金井南公民館音楽室 月２,０００円 岡田☎０８０（５０５３）１２４２ 老化防止のピアノ
唄う会（カラオケ） 第 ２・４日曜日午後 １時～ ５時 津田公民館 月２,０００円 眞下☎０４２（３４１）３０６４ 材料費別、ポップス、演歌可
コーラスこだま 第 ２・４金曜日午後 １時３０分～ ３時３０分 鈴木公民館 月２,０００円 西井☎０８０（９０４０）０６４２ 楽しく歌って健康に
健康太極拳 第 ２・４金曜日午後 ２時３０分～ ４時３０分 中央公民館ほか 月２,０００円 大芝☎０４２（３４４）２４２６ エンジョイ、ストレッチと太極拳
にっこり囲碁会 土曜日午前 ９時～正午 福祉会館 ３階 月５００円 有田☎０８０（５５１６）８３３０ 初心者～初段の方、指導者あり
花南折り紙の会 第 ４水曜日午後 １時～ ４時 花小金井南公民館 月１,０００円 小味田☎０４２（４１０）３９１３ 無料体験あり
ふづき会（太極拳） 第 １・３金曜日午前 ９時３０分～１１時 上水本町地域センター 月１,０００円 山崎☎０４２（３２４）６４２５ ゆっくりした動作で楽しく練習です

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎０４２（３４６）９５０５

催催
集集
しし

いい

募募

集集

ミミ

報報

ニニ
情情

スポーツイベントスポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒１87－0025　津田町一丁目 １番 １号）☎042（343）１6１１ ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

ソフトテニス初心者・中級者講習会（小平市ソフトテニス連盟）
d   １０月３０日、１１月１３日～２７日、１２月１１日の日曜日　午後１時３０分～４時３０分　

全５回
b   天神テニスコート
s   ２,０００円（中学・高校生は１,０００円。当日、会場で集金）
t   市内在住・在勤・在学・在クラブの中学生以上の方
　  ※初心者は、経験年数３年未満の方（初めての方を含む）。中級者は、経験年数３年

以上で試合のできる方。
c   ２０人　
n   基本技術と試合方法の習得
k   小平市ソフトテニス連盟指導部員
m   １０月１日（土）の午前９時から、電話で問合せ先へ（先着順）
i   榎本☎０４２（４６２）４３２６
少林寺拳法教室（小平市少林寺拳法連盟）
d b   火・金曜日　午後７時５分～９時５分　体育館
　 　   水・土曜日　午後７時～９時　花小金井南中学校体育館
　 　   ※小学生は午後８時１５分まで。
s   大人…年間登録料７,０００円、月会費４,０００円、中学生以下…年間登録料４,０００円、

月会費２,０００円
t   市内在住・在勤・在学の小学生以上
m   当日、会場へ
i   坂本☎０４２（３４６）７０６３（夜間）
太極拳長期教室（小平市武術太極拳連盟）
d b i   
日曜日　午前９時３０分～１１時３０分／上水本町地域センター／阿部☎０４２（３４３）７６７８
火曜日　午前１０時～正午／花小金井南公民館／百々☎０４２（４７６）３５８３
火曜日　午後１時～３時／花小金井南中学校／前田☎０４２（４６２）７６３１
火曜日　午後７時～９時／中央公民館／清水☎０８０（２４２９）５４１４
水曜日　午後１時３０分～４時４５分／美園地域センター／須藤☎０８０（２１８１）４２７０
水曜日　午後２時～４時／体育館／勝俣☎０４２（３０９）３７９０
水曜日　午後７時５分～９時５分／体育館／高橋☎０４２（３２３）８５５７
木曜日　（第１、第３）　午前１０時～正午／花小金井南公民館／相原☎０４２（４７８）２２５５
金曜日　午前１０時～１１時３０分／中島地域センター／笠木☎０４２（３４３）１２６７
金曜日　午後１時～３時／花小金井南中学校／稲垣☎０４２（３２１）８２９２
土曜日　午後４時３０分～７時（ジュニアからシニアまでの中国武術教室）／体育館／ 
　　　　野田☎０４２（３４４）４６８６
s   各問合せ先へ
t   市内在住・在勤・在学の方
n   ２４式太極拳、４８式太極拳、剣ほか（土曜日の教室は中国武術を中心に長拳、南拳

などを実施）
m   当日、会場へ

市民体育祭　第２１回市民ゴルフ大会（小平市ゴルフ協会）
d   １１月１６日（水）　b   八王子カントリークラブ
s   １９,０００円程度（昼食費、諸経費別）
t   市内在住・在勤で１ラウンド１１０ストローク以内でプレーできる方
c   ５６人
f   男子グロス、女子グロス、総合ネットほか
n   １８ホールストロークプレーによるグロスの競技と、新ペリアハンディキャップ方式

によるネットの競技
m   １０月２０日（木）まで（必着）に、はがきに住所、氏名、生年月日、電話番号、「市民

ゴルフ大会参加希望」を記入のうえ、小平市ゴルフ協会・滝島（〒１８７－００４４　
喜平町１－６－２）へ（先着順）

i   滝島☎０９０（５３２０）９５６７
市民体育祭　バドミントンダブルス大会（小平市バドミントン協会）
d   １１月２０日（日）　午前９時から　b   体育館
s   ①一般…１組２,０００円、②中学生以下…１組１,０００円
t   市内在住・在勤・在学・在クラブで令和４年度の会員登録をしている方
f   ①１部～３部、壮年の部（３部は初心者、壮年の部は５０歳以上）、②男子・女子の部
m   １１月４日（金）の午後７時までに、ホームページへ
h   小平市バドミントン協会
i   久家☎０４２（３４２）７４３７（火曜日を除く午後５時以降）
バレーボール秋季大会（家庭婦人の部）（小平市バレーボール連盟）
d   １０月２９日（土）　午前９時から　b   体育館
s   １チーム４,０００円（未登録チームは別途登録料２,０００円、代表者会議で集金）
t   市内在住・在勤の家庭婦人で構成されたチーム
f   ９人制
g   １０月２６日（水）午後７時から、中央公民館
m   １０月１７日（月）までに、電子メールの件名に大会名、チーム名を記入のうえ、問合

せ先へ
i   柴宮☎０８０（４３７０）４８３８、Akvla.ladies@gmail.com
市民体育祭　弓道大会（小平市弓道連盟）
d   １０月２３日（日）　四段以上の部…午前９時３０分から　三段以下の部…午後１時から
b   体育館弓道場
t   市内在住・在勤の方および弓道連盟会員
n   霞的１０射
m   当日、各部の開始３０分前までに、会場へ
i   桜田☎０４２（３４４）０４６６（夜間）
学校体育館スポーツ個人開放中止日
１０月　一小…２１日　二小…１１日・１４日・１６日・１８日・２１日・２３日・２５日・３０日
 　　　三小…４日・７日・１４日　四小…２日・２３日・２８日・３０日　五小…２３日
 　　　六小…９日・１１日・１８日　七小…２１日・２８日・３０日

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員　f…種目　n…内容
k…講師　g…代表者会議　m…申込み　h…ホームページ検索　i…問合せ先

国
や
東
京
都
へ
の

国
や
東
京
都
へ
の

要
望
は

要
望
は

行
政
行
政

相
談
へ

相
談
へ

　
市
で
は
、
国
や
東
京
都
の
仕
事
な
ど
へ

の
要
望
・
苦
情
を
、
行
政
相
談
委
員
（
総

務
大
臣
委
嘱
）
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
行
政
相
談
委
員
…
篠
原
泰
子
さ
ん
（
小

川
東
町
）、本
田
博
之
さ
ん（
学
園
西
町
）、

島
村
孝
雄
さ
ん
（
花
小
金
井
南
町
）

と
　
き　
第
３
金
曜
日　
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時

と
こ
ろ　
市
民
課
市
民
相
談
担
当
（
市
役

所
１
階
）

申
込
み　
市
民
課
へ
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
０
８司

法
書
士
・

司
法
書
士
・

　
税
理
士
に
よ
る

　
税
理
士
に
よ
る

　
　
無
料
法
律
相
談
会

　
　
無
料
法
律
相
談
会

と
　
き　
１０
月
１５
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

会
社
・
法
人
登
記
、
借
地
・
借
家
問
題
、

成
年
後
見
、
家
族
信
託
、
空
家
問
題
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問
題
、
税
務
相
談
ほ

か申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
東
京
司
法
書
士
会
田
無
支
部
・

小
室
へ
☎
０４２
（
４
５
１
）
９
２
２
７

行
政
書
士

　
　
　
無
料
相
談
会

と
　
き　
１１
月
５
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内
　
容　
相
続
、
遺
言
、
家
庭
問
題
、
事

業
等
補
助
金
申
請
ほ
か

申
込
み　
１０
月
３
日
（
月
）
か
ら
１１
月
４

日
（
金
）
ま
で
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
に
、
東
京
都
行
政
書
士
会
多
摩
中

央
支
部・帯
川
へ
☎
０
９
０（
３
３
４
５
）

０
４
４
７

令和４（２０２２）.1０.1９
市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、より良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１０
月
２２
日（
土
）〜
３１
日（
月
）

　
自
転
車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
は
、
通

勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
に
身
近
で
便
利

な
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
歩
道
や
道
路

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
は
通
行
人
の

迷
惑
と
な
り
、
救
急
や
消
火
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
１０
月
２２
日（
土
）か
ら
３１
日（
月
）ま
で
の

１０
日
間
、「
自
転
車
の　
代
わ
り
に
置
こ

う　
思
い
や
り
」
を
統
一
標
語
に
、
都
内

一
斉
に
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自

転
車
の
利
用
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
、
迷
惑

な
放
置
自
転
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▪
市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
放
置
自
転
車
対
策
と
し
て
、

市
内
７
駅
と
東
大
和
市
駅
周
辺
を
放
置
禁

止
区
域
に
指
定
し
、
禁
止
区
域
内
に
放
置

さ
れ
た
自
転
車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
を

撤
去
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
百
９２
回
の
撤
去
を
実
施

し
、
自
転
車
１
千
８１
台
、
原
動
機
付
き
自

転
車
１８
台
を
撤
去
し
ま
し
た
。

▪
自
転
車
駐
車
場
の
ご
利
用
を

　
自
転
車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
を
駐
車

す
る
と
き
は
、
歩
道
や
車
道
に
は
駐
車
せ

ず
に
、
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
市
内
に
は
、
市
営
の
有
料
自
転
車

駐
車
場
が
２０
か
所
、
無
料
自
転
車
駐
車
場

が
４
か
所
あ
り
、
約
１
万
６
千
台
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
営
の
自
転
車
駐
車
場
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
。

　
利
用
す
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
掛
け
、
係

員
の
指
示
に
従
い
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

▪
指
導
・
撤
去
を
強
化

　
期
間
中
は
、
放
置
自
転
車
問
題
を
広
く

市
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
放
置
自
転

車
や
原
動
機
付
き
自
転
車
の
撤
去
を
強
化

し
ま
す
。

　
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
交
通
対
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
４
９

環
境
家
計
簿
を
利
用
し
て

省
エ
ネ
記
録
を
達
成
し
よ
う

　
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
向
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
の
環
境
家
計

簿
を
使
っ
て
、
月
々
の
電
気
や
ガ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
記
録
し
、
省
エ
ネ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
省
エ
ネ
２
０
２
２

　
環
境
家
計
簿
に
登
録
し
、
対
象
期
間
の

電
気
と
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
前

年
よ
り
削
減
で
き
た
方
や
、
環
境
家
計
簿

内
の
ポ
イ
ン
ト
を
二
百
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲

得
し
た
方
に
、
達
成
賞
（
省
エ
ネ
グ
ッ
ズ

ほ
か
）
を
各
コ
ー
ス
３０
人
に
差
し
上
げ
ま

す
。

　
検
針
票
に
は
、
前
年
同
月
の
使
用
量
も

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
環
境
家

計
簿
を
利
用
し
て
い
な
い
方
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

対　
象　
①
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
（
１０
月
〜

１２
月
の
う
ち
１
か
月
）、
②
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ー
ス
（
１０
月
〜
１２
月
）
…
環
境
家
計
簿

を
利
用
し
、
今
年
の
対
象
期
間
の
電
気
と

ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
、
前
年
の

同
月
と
比
べ
て
少
な
い
方
、
③
エ
コ
ダ
イ

ラ
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス
…
エ
コ
ダ
イ
ラ
ポ
イ

ン
ト
を
２
百
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し
た
方

定　
員　
各
３０
人

申
込
み　
令
和
５
年
１
月
３１
日
（
火
）
ま

で
に
、
環
境
家
計
簿
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
、

連
絡
先
を
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ

ー
ル
可
、
先
着
順
）

※
①
〜
③
の
す
べ
て
の
コ
ー
ス
に
申
し
込

め
ま
す
。
環
境
家
計
簿
の
登
録
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

H
検
索　
楽
し
く
省
エ
ネ　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ダ
イ

ラ
ー
く
ら
し
宣
言

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８
、
Akankyoseisaku@city.

kodaira.lg.jp

な
か
ま
ち
テ
ラ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
に
今
年
も
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
取
り
付
け
を
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

▪
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
取
り
付
け

と　
き　
１０
月
８
日
（
土
）　
午
後
１
時

か
ら

※
作
業
完
了
し
だ
い
終
了
。

と
こ
ろ　
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
地
下
ホ
ー
ル

※
感
染
症
予
防
の
た
め
、
人
数
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
点
灯
式

と　
き　
１１
月
１２
日
（
土
）　
午
後
５
時

か
ら

と
こ
ろ　
な
か
ま
ち
テ
ラ
ス
正
面
入
り
口

問
合
せ　
仲
町
公
民
館
☎
０４２
（
３
４
１
）

０
８
６
２
、仲
町
図
書
館
☎
０４２（
３
４
４
）

７
１
５
１

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と　
き　
１０
月
２５
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
東
部
公
園
内
駐
輪
場
（
花
小
金

井
６
︱
１３
）

内　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿
（
割
れ
た
も
の
も
可
、
汚
れ
た
も

の
は
、
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
器
以
外
は

不
可
。
包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
）

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
タ
ン
ク
に
入
れ
て
、
容
器

は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
米
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ

ト
ル
ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ

ー
ヒ
ー
、
調
味
料
ほ
か
（
未
開
封
で
包
装

や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、
賞
味

期
限
が
一
ヶ
月
以
上
先
の
も
の
）

※
生
鮮
食
品
不
可
、
瓶
詰
め
食
品
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用

品
を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

新型コロナウイルス感染症と診断され、自宅療養している方
▷自宅療養サポートセンター（うちさぽ東京）☎01２0（６７0）４４0（２４
時間受付）
新型コロナウイルス感染症と診断され、自宅療養している方や濃厚接触
者の方（東京都の自宅療養サポートセンター（うちさぽ東京）から食料
品が届いている方を除く）
▷健康センター☎0４２（３４６）３７01、v0４２（３４６）３７0５

自宅療養者・濃厚接触者の方に

食料品などを支援

東京都による
抗原定性検査キットの配布
▷発熱などの症状がある方
都では、診療・検査医療機関での検査・受診の集中を緩
和し、現に発熱、せき、のどの痛みなどの症状がある方
の検査機会を確保するため、希望する有症状者の方に新
型コロナウイルス感染症の検査キットを配布していま
す。
申込み　検査キット申込みサイト（右図ＱＲコード）へ

▷濃厚接触者の方
都では、濃厚接触者となられた方が、抗原定性検査キッ
トで自ら検査していただいた上で医療機関を受診するこ
とができるよう、希望する濃厚接触者の方に新型コロナ
ウイルス感染症の検査キットを配布しています。
申込み　検査キット申込みサイト（右図ＱＲコード）へ

−共　通−

問合せ　東京都検査キット直接配達事務局☎0５７0（0２0）２0５

▷東京都発熱相談センター（看護師・保健師が対応）
☎0３（５３２0）４５９２、0３（６２５８）５７８0（２４時間受付）
▷東京都発熱相談センター　医療機関案内専用ダイヤル（一般オペレー
ターが対応）☎0３（６７３２）８８６４、0３（６６３0）３７10、0３（６６３６）８９00
（２４時間受付）

新型コロナウイルス感染症の相談先

濃厚接触者の方

症状がある方

落ち葉の下にはたくさんの小さな生き物が生
息しています。実際に会場の土を採取して、
どんな生き物がいるのか、ルーペや顕微鏡を
使って観察してみましょう。

と　き　10月３0日（日）　午後１時３0分〜３時　１時２0分開場
ところ　多摩六都科学館科学学習室
※入館料（大人…５２0円、小人２10円）がかかります。
対　象　市内在住・在勤・在学の小学生と保護者
定　員　10組２0人
申込み　10月３日（月）から２６日（水）までに、住所、氏名、電話番号を問
合せ先へ（電話・電子メール可、先着順）
※汚れてもよい服装、靴でお越しください。
問合せ　環境政策課☎0４２（３４６）９８1８、Akankyoseisaku@city.kodai
ra.lg.jp

環境学習講座
落ち葉の下の
ミクロの世界をのぞいてみよう

FC東京　小平の日
FC東京のホームゲームである湘南ベ
ルマーレ戦（10月８日（土）　午後３
時試合開始）を、小平の日として開催
します。

◆青赤パーク小平コーナー
スタジアム敷地内の青赤パークでは、市の特設ブースを出展、小平ブ
ランドの商品を販売します。また、来場し、記念撮影をした方にオリ
ジナル缶バッジを差し上げます。
と　き　10月８日（土）　午前11時〜午後３時
ところ　味の素スタジアム青赤パーク（京王線
飛田給駅徒歩５分）
※青赤パークは観戦チケットがなくても、入場
可能です。詳しくは、ホームページをご覧くだ
さい。
H検索　FC東京
問合せ　文化スポーツ課☎0４２（３４６）９６1２ 缶バッジ
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市制施行
６０周年記念事業

鈴木街道

五日市街道

府
中
街
道

あ
か
し
あ
通
り

小
金
井
街
道青梅街道

東京街道

新青梅街道

東大和市駅
西武拝島線

鷹
の
台
駅

小
川
駅

青
梅
街
道
駅

小平駅

新
小
平
駅

一橋
学
園
駅

西
武
多
摩
湖
線

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

西
武
国
分
寺
線

花小金井駅

西武新宿線

萩山駅

八坂駅

Ｎ

①A－177号線
⑥C－204号線⑤C－1号線 ⑨D－251号線

⑦D－75号線

⑩D－258号線

⑧D－174号線②B－88・206号線

③B－2・232・233号線

④B－236号線

道路に愛着をもってもらえるよう、主な小
平市道（１０区間・１３路線）について、道
路の愛称を募集します。皆さんからの愛称
の応募をお待ちしています。

道路愛称を募集道路愛称を募集 募集対象道路

募集対象道路（全体図）

と　き　１０月１日（土）～３１日（月）　　対　象　市内在住・在勤・在学の方
申込み　応募用紙または任意の用紙に住所、氏名（ふりがな）、電話番号、勤務
先または学校名（市内在勤・在学の方のみ）、対象道路番号、道路愛称案および
提案理由を記入し、所定の応募箱または問合せ先へ（送付・ファクシミリ・電子
メール可）
※地図上の①～⑩は対象道路番号の区間を表しています。
※応募は、１区間につき１人１回まで（応募上限１人につき１０区間）。
※応募用紙や応募箱は、道路課（市役所４階）、東部・西部出張所、
公民館、図書館（分室を除く）、地域センター、健康福祉事務セ
ンター、健康センター、ほのぼの館、さわやか館にあります。応
募用紙は、小平市ホームページからもダウンロードできます。
※募集内容など、詳しくはホームページをご覧ください。
問合せ　道路課（〒１８７－８７０１　小平市役所）
☎０４２（３４６）９８２４、v０４２（３４６）９５１３、Adoro@city.kodaira.lg.jp
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②

③ ④

①A-177号線
（小川西町5-25-15～5-39-7）

⑤C-1号線
（小川東町4-6-12～2604-44）

⑧D-174号線
（御幸町81-1～75-8）

②B-88・206号線
（上水本町3-15-8～6-4-3）

⑥C-204号線
（花小金井4-18～4-25-17）

⑨D－251号線
（仲町348－1～333－3）

③B-2・232・233号線
（小川町1-462～上水新町1-24-38）

⑦D-75号線
（花小金井1-2-23～1-7-15）

④B-236号線
（小川町1-3026-9～1-3052-1）

⑩D-258号線
（花小金井1-6-20～1-9-2）

皆さんのご応募
お待ちしています

第45回小平市民まつり開催に向けて
小平市民まつりは、昭和５１年に第１回が開催されました。新型コロ
ナウイルス感染症の影響で、初めて３年連続で中止になりましたが、
来年度の開催に向けて、さまざまな取り組みをしています。小平の秋
の風物詩として定着している小平市民まつりについて紹介します。

絵を募集
子どもたちが思う小平市民まつり
子どもたちが思う、小平市民まつりの絵を募集しま
す。作品は、小平市民まつり実行委員会のユーチュ
ーブ、小平市ホームページで公開します。
対　象　市内在住の中学生以下で、小平市民まつり
に関心を持ち、愛着を感じている方
内　容　これまでに見てきた小平市民まつりの絵、自分が望む未来の
小平市民まつりの絵
※作品の中か応募用紙に、小平市民まつりの思い出や想いなどを３０
字以内で記入してください。
規　格　A３判（４２.０㎝×２９.７㎝）以内
※画材、縦横は問いません。データの場合は、JPEG形式で提出して
ください。
申込み　１０月３１日（月）まで（必着）に、応募用紙に必要事項を記入
のうえ、問合せ先へ（持参・送付・電子メール可）
※応募用紙は市役所１階ロビーなどにあるほか、小平市ホームページ
からダウンロードもできます。
※作品は、小平市民まつりの広報活動に使用します。作品は、返却し
ません。

問合せ　小平市民まつり実行委員会事務局（市民協働・男女参画
推進課内）（〒１８７－８７０１　小平市役所）☎０４２（３４６）９５３２、
Add００２３@city.kodaira.lg.jp

小平市民まつりへの思い
３年ぶりの開催を目指し協議を重ねてまいりま
したが、残念ながら開催はかないませんでした。
しかし今回の協議は非常に有意義なもので、市
民・参加団体・行政の「市民まつり」に対する
愛や思いを強く感じられ、令和５年度の開催を
目指す光明になったと存じます。来年開催がで
きた暁には、皆さんの笑顔とお会い出来ること
を楽しみにしております。

小平市民まつり
実行委員会会長
鈴木庸夫

小平の秋を華やかに彩る
小平市民まつり
小平市民まつりは、あかしあ通り約
１.５kmをメイン会場に、さまざま
な催しを開催している市内最大のま
つりです。
まつりでは、みこしやパレード、ス
テージでの踊りなどを行います。ほ
かに、食べ物や雑貨の販売、子ども
向けの体験や生活に関する相談をし
ています。
また、会場の清掃や案内など、さまざまな市民の方
が一体となって、小平市民まつりを支えています。
令和４年度は、小平市ホームページに特集ページを
作成しています（右図QRコード）。市民団体の紹介
や、過去のまつりの動画などを閲覧できます。ぜひ
ご覧ください。

過去の小平市民まつりの様子

小平市民まつり
特集ページ

過去の小平市民まつりの様子を写真で紹介
過去の小平市民まつりの写真や、ポスターなどを展
示します。
展示に来た方には、オリジナル缶バッジや、まつり
の題字が描かれたばんそうこうを差し上げます。
日　程　▷市役所１階ロビー…１０月３日（月）～２８
日（金）
▷東部市民センター…１０月３日（月）～１４日（金）
▷小川西町図書館…１０月１７日（月）～２８日（金）

オリジナル缶バッジ

令和４（２０２２）.1０.1１１

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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文ちゃんのフリカケうまし青菜きざんで
シラスをまぜてゴマの香りが匂い立つ　	安達和子
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※玉川上水、野火止用水、狭山・境緑道、
都立小金井公園を結ぶ小平を１周する水
と緑の散歩道（地図上…部分）。

私たちのまち
こだいらの一推しスポット

小平市観光まちづくり大使が知る スポーツや文化などの分野で活躍する小平市出身の方が、小平市
観光まちづくり大使として市内イベントへの参加や、小平市観光
まちづくり大使の名刺配布などを通して、市内外に小平市を宣伝
しています。
市制施行６０周年を記念して、小平市観光まちづくり大使として
活動する皆さんから、小平の一推しスポットを伺いました。

小川東町出身。元バレーボ
ール選手。現在はスポーツ
キャスターとして活躍。
1９８５年に女子バレーボー

ル全日本代表に選出され、ワールドカップで
国際大会デビュー。ソウル、バルセロナ、ア
トランタの３回のオリンピックに出場。

共に成長し、歩んできた小平グリーンロード
私のお気に入りスポットは、共に成長し、歩んできた小平グリーンロード
です。
私の成長を見守り、共に歩きながら、汗も涙も、独り言なども見てきてく
れました。
小学生の頃は、お散歩をしながら歌い、ステージの様に独り占めしたり、
選手時代はランニングコースとして汗を流したりと、時代により歩むコー
スも変わってきました。
今は、当時を思い出しながら、お散歩するのが幸せな時間です。
小平グリーンロードを歩む様に私も成長出来ました。これからもまた違う
景色に出会えるのが楽しみです。
ぜひ、皆さんもお気に入りのコースを探してみて下さいね。
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小平グリーンロード

津田町出身。元宝塚歌劇団花組の
男役。2００５年に初舞台。「太王
四神記」新人公演では二番手役に
抜擢されるなど活躍し2０1６年７

月に宝塚を卒業。卒業後は大学へ進学。

今も昔も玉川上水
この度は、市制施行６０周年おめでとうございます。
その歴史の中で、私も小平市のたくさんの緑と温かい人々に育てて頂きま
した。
宝塚歌劇団在団中も、時間を見つけては癒しを求めて実家によく帰ってき
たことを覚えています。
そんな私のお気に入りスポットは、今も昔も玉川上水です。
朝の静かな時間や、夕方の神秘的な景色を見せてくれる時間に散歩をする
と、いつも新しい気づきを与えてくれます。
玉川上水は、今までもこれからも私にとってはなくてはならない大切な場
所です。
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玉川上水

仲町出身。女流棋士。12
歳でプロ入り。2００９年度
には女流最多対局賞を受賞
し、2０11年には初タイト

ル「女王」を獲得した。2０1８年に女流四段
に昇段。第２子の出産を挟みながらリーグ戦
を全局戦った。

自然いっぱいの小平グリーンロード
市制施行６０周年おめでとうございます。
私のお気に入りスポットは、小平グリーンロードです。
学生の頃はよく、ふらっと小平グリーンロードを歩いて、気持ちをリフレ
ッシュしていました。
スマートフォンやパソコンと向き合う時間が長くなった今の時代に、すぐ
そばにたくさんの自然があるというのは、子どもにとっても大人にとって
も、素晴らしいことだと感じます。
緑いっぱいの小平市。これからもますます素敵なまちになることをお祈り
しております。
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学園東町出身。元サッカー
選手。
ユース世代の日本代表に選
出され、Jリーグでは、FC

東京、FC岐阜、水戸ホーリーホック、アビ
スパ福岡、清水エスパルスに所属。
2０2０年12月に現役を引退。

FC東京小平グランド
市制施行６０周年おめでとうございます。
私の愛する小平市の一推しスポットは、ＦＣ東京小平グランドです。
現在は、コロナ過で練習見学ができない状況ですが、プロサッカー選手の
練習を間近で見ることができて、練習後には選手たちと写真を撮ったり、
サインをもらったり、話をすることができ
る最高のスポットです。
コロナ禍が落ち着き、練習見学が出来るよ
うになった際には、たくさんの方にＦＣ東
京小平グランドに足を運んでいただきたい
と思っています。
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FC東京小平グランド

小川東町出身。俳優、声優、
演出家、脚本家、ダンサー
など幅広く活躍。NHK　E
テレ「みいつけた」のオフ

ロスキー役としても知られる。

公園やたくさんのお店
この度は市制施行６０周年おめでとうございます。
僕は生まれて間もなく小平に引っ越して、大学生ごろまで住んでいました。
私の一推しスポットは、２つあります。
１つは、自宅近くにあった公園です。幼少期のお気に入りの遊び場であり、
僕の遊びの原点があります。
そこで笑い、泣き、転がり落ちて泥んこになっ
た日々を思い出します。
もうひとつは、西武線八坂駅付近にあった、ダ
イエー小平店のハンバーガーショップです。
他にもたくさんのお店が並んでおり、夢の空間
でした。

八坂駅付近の交差点
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	市報こだいら_22_1001_05面_6校
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